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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
7

月
19
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
２
６
決
勝
戦
に
合
わ
せ
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
グ
レ
ー

ト
ロ
ー
ン
で
無
料
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催
す
る

と
発
表
し
た
。
会
場
に
は
約

5
万
人
を
収
容
で
き
、
世
界
最

大
級
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
観
戦

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
な
る
見
込

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
自
由
参
加
型

の
プ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行

わ
れ
る
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
試
合

会
場
に
行
け
な
い
市
民
に
も
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
す
で

に
5
区
で
の
無
料
フ
ァ
ン
イ
ベ

ン
ト
開
催
や
、
参
加
レ
ス
ト

ラ
ン
で
手
頃
な
価
格
の
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
す
る
「$26 for 

2026

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

も
発
表
し
、
市
全
体
で
大
会
の

機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

市
当
局
は
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
一
部
の
人
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
し
て
お

り
、
こ
の
夏
は
市
内
各
地
で
サ

ッ
カ
ー
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
予
定
だ
。
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
で
の
決
勝
戦
観
戦
イ
ベ

ン
ト
は
、
多
く
の
市
民
や
観
光

客
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
夏

の
思
い
出
と
な
り
そ
う
だ
。

https://www.globalcitizen.
org/en/events-broadcasts/
fifa-world-cup-final-watch-
party/

み
だ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
無
料
だ
が
事

前
登
録
が
必
要
で
、Global 

Citizen

が
抽
選
方
式
で
配
布

す
る
。
一
般
向
け
チ
ケ
ッ
ト
の

ほ
か
、
一
部
は
地
域
の
非
営
利

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
に

確
保
さ
れ
る
。
応
募
の
受
付

は
６
月
11
日
か
ら
７
月
16
日

（
木
）。
当
日
会
場
に
は
大
型
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ

れ
、
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
や
飲
食
販
売
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
と
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
は
大

会
期
間
中
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
内
に
期
間
限
定
の
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
「FIFA Arena

」

を
開
設
し
た
。
7
月
18
日
ま
で

一
般
に
無
料
開
放
さ
れ
、
子
ど

も
向
け
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
地
域

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
７
月
19
日

決
勝
無
料
観
戦
５
万
人

サムライブルー
頂点に挑む

（写真提供・NY 市長室） Ed Reed/Mayoral Photography Offi  ce.

着
て
応
援
！

日
本
コ
ー
ナ
ー
も
人
気

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
市
長
室

は
、
53
年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｂ
Ａ
王
者

と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ

ッ
ク
ス
の
優
勝
を
祝
う
恒
例
の

テ
ィ
ッ
カ
ー
テ
ー
プ
・
パ
レ
ー

ド
を
18
日
（
木
）
午
前
10
時
か

ら
ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

　

ニ
ッ
ク
ス
の
優
勝
パ
レ
ー
ド

は
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
街
を

埋
め
尽
く
す
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
見
込
み
だ
。
パ
レ
ー
ド
は

バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ー
ク
（
地
図
内

番
号
１
）
を
出
発
し
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
を
北
上
し
て
「
キ
ャ

ニ
オ
ン
・
オ
ブ
・
ヒ
ー
ロ
ー

ズ
」
を
進
み
、紙
吹
雪
（
同
２
）

を
経
て
市
庁
舎
広
場
で
終
了
す

る
。
９
１
１
記
念
公
園
内
に
家

族
待
機
場
所
（
同
３
）
を
設
置
。

パ
レ
ー
ド
到
着
後
に
は
マ
ム
ダ

ニ
市
長
が
公
式
祝
賀
式
典
を
行

い
、
チ
ー
ム
へ
「
市
の
鍵
」
を

授
与
す
る
。当
日
は
ロ
ウ
ア
ー
・

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
一
帯
で
大
規
模

な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
、
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
沿
い
の
地
下
鉄

駅
で
は
出
入
口
の
一
時
閉
鎖
や

迂
回
措
置
が
予
想
さ
れ
る
。
観

覧
を
予
定
す
る
人
は
早
朝
の
到

着
が
奨
励
さ
れ
、
フ
ル
ト
ン
・

ス
ト
リ
ー
ト
駅
や
チ
ェ
ン
バ
ー

ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
駅
の
利
用
が

便
利
だ
。

ニ
ッ
ク
ス
優
勝
パ
レ
ー
ド

18
日
に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
行
進　

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
開
催
を
受
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
店
や
運

動
靴
店
で
は
、
各
国
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
五
番
街
46
丁

目
の
ア
デ
ィ
ダ
ス
の
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
店
内
に
は
、
色
と
り
ど

り
の
各
国
カ
ラ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
や
バ
ッ
グ
、
グ
ッ
ズ
が
ず

ら
り
と
並
び
、
大
勢
の
来
店
客

で
賑
わ
っ
て
い
る
。
日
本
チ

ー
ム
の
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
も

１
５
０
ド
ル
で
販
売
さ
れ
て
い

る
。
着
て
応
援
す
れ
ば
チ
ー
ム

一
体
感
を
満
喫
で
き
そ
う
だ
。

https://toddaccounting.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.globalcitizen.org/en/events-broadcasts/fifa-world-cup-final-watch-party/


2026年（令和 8年）6月 20日（土） ［総　合］　　（2  ）

　
「
ハ
ー
レ
ム
は
移
民
の
存
在

と
多
様
性
を
称
え
る
」
と
い

う
地
域
社
会
の
祭
典
が
29
日

（
月
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
、

ハ
ー
レ
ム
ホ
ス
ピ
タ
ル
セ
ン
タ

ー
2
（
マ
ル
コ
ム
Ｘ
ブ
ル
バ
ー

ド
５
０
６
番
地
、
１
３
５
丁

目
）
で
開
催
さ
れ
る
。
ハ
ー
レ

ム
ゆ
か
り
の
移
民
に
よ
る
4
つ

の
著
名
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
が
登
場
し
、
地
元
で
活

躍
す
る
6
人
の
移
民
・
子
供
た

ち
が
称
え
ら
れ
る
。
日
本
か
ら

は
、
画
家
のTomo Mori

さ

ん
と
、
ハ
ー
レ
ム
・
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ヤ

ー
が
選
ば
れ
、
音
楽
、
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
地
域

社
会
に
お
け
る
移
民
の
文
化

的
・
経
済
的
・
芸
術
的
影
響
に

つ
い
て
の
対
話
が
行
わ
れ
る
。

入
場
無
料
だ
が
要
予
約
。
予

約
・
詳
細
はhttps://www.

eventbrite.com/e/harlem-
isim

m
igrant-stories-

tickets-1991326228354

を
参
照
す
る
。

ジャパニーズ・ゴスペル選ばれる

ハ
ー
レ
ム
で
29
日
夕
開
催

移
民
の
存
在
と
多
様
性
を
称
え
る
祭
典

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
書
画

家
・
田
中
太
山
が
、
８
月
31
日

ま
で
、
ジ
ュ
エ
ル
ハ
ウ
ス
（
東

21
丁
目
46
番
地
３
階
）
に
て
個

展
「Sketch & Calligraphy

」

を
開
催
し
て
い
る
。
８
日
夕
に

開
催
さ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
多
く
の
フ
ァ

ン
が
訪
れ
会
場
を
埋
め
た
。

　

同
展
で
は
Ｎ
Ｙ
で
初
公
開
と

な
る
ス
ケ
ッ
チ
作
品
と
、
田

中
が
Ｎ
Ｙ
移
住
後
に
創
り
上

げ
た
新
し
い
書
道
ス
タ
イ
ル

「MIMIZU

」
を
展
示
。
伝
統

的
な
書
道
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
独
創
的
な
表
現
が
注
目
を
集

め
、
来
場
者
は
作
品
鑑
賞
や
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し

ん
だ
。
田
中
は
「
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
想
像
を
超
え
る
２
４
０

人
以
上
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
会
場
で
は

た
く
さ
ん
の
温
か
い
言
葉
や
応

援
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分

ら
し
い
表
現
を
追
求
し
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
作
品
づ
く
り
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
た
。

書画家・田中太山
個展にファン240人

大和ハウス
ｘ

J. One不動産

新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
説
明
会
を
共
同
で
開
催

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

は
、
同
社
の
米
国
現
地
法
人
大

和
ハ
ウ
ス
・
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン

ク
を
通
じ
て
米
国
大
手
不
動
産

開
発
会
社
の
ト
ー
ル
・
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
・
イ
ン
ク
と
資
本
参
画
す

　

周
辺
エ
リ
ア
は
近
年
急
速
な

発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
商
業
施
設
な
ど
生
活
利

便
施
設
も
充
実
。
さ
ら
に
車
や

バ
ス
で
約
10
分
北
上
す
る
と
、

大
型
店
が
多
数
建
ち
並
ぶ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
日
系
ス
ー

パ
ー
「
ミ
ツ
ワ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
レ
イ
ス
」
に
も
ア
ク
セ
ス
で

き
、
日
本
人
居
住
者
に
と
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
ま
た
、
屋
外
プ
ー
ル
や

屋
上
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
サ
ウ
ナ
、
シ
ア

タ
ー
ル
ー
ム
、
ジ
ム
、
ゴ
ル
フ

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
な
ど
、
充
実

し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
施
設
も
備
え

て
お
り
、「
供
給
の
限
ら
れ
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
」

な
ら
で
は
の
快
適
な
住
環
境
を

提
供
す
る
。
晴
れ
た
日
に
は
、

ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
遊
歩
道
で

散
策
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

今
後
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
る
エ
リ
ア
に
位
置
す
る
こ

と
か
ら
、
将
来
的
な
資
産
価
値

の
上
昇
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
投
資
用
物
件
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
駐
在
期
間
中
に

ロ
ー
ン
を
組
ん
で
購
入
し
、
帰

国
後
は
駐
在
員
向
け
賃
貸
と
し

て
運
用
す
る
ケ
ー
ス
や
、
郊
外

住
宅
か
ら
夫
婦
２
人
の
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
住
居
と
し
て
住
み

替
え
る
ケ
ー
ス
に
も
適
し
た
物

件
と
い
え
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
日
系

大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
大
和
ハ

ウ
ス
が
参
画
し
、
販
売
仲
介
は

日
系
不
動
産
会
社
Ｊ
．
Ｏ
ｎ
ｅ

が
担
当
。
日
本
企
業
と
の
豊
富

な
取
引
実
績
を
背
景
に
、
日
本

人
駐
在
員
向
け
賃
貸
需
要
に
も

対
応
し
や
す
い
点
が
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
回
「
ヴ
ィ
ス
タ
・
ポ
イ
ン

ト
」
で
開
催
さ
れ
る
販
売
説
明

会
の
参
加
費
は
無
料
で
事
前
登

録
制
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
購
入
を
検
討

し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
物
件

の
魅
力
を
直
接
体
感
で
き
る
機

会
と
な
り
そ
う
だ
。

同日に J.Oneユーチューブオフ会も開催
　また、同日、同地では、説明会終了後の午後５時 30分から、Ｊ．Ｏｎｅ不動産が配信
しているユーチューブチャンネルのオフ会（ファンミーティング）も開催される。こちらは参
加費１２０ドル前後を予定。Ｊ．Ｏｎｅ不動産の山辺亜紀社長を囲んで、美味しいワインを
愉しみながら、ＮＹの不動産事情を聞いたり気軽に不動産の相談ができる貴重な機会とな
る。なお、４時からの販売説明会には参加せずに当オフ会のみ参加することもできる。
　物件説明会参加登録ならびにオフ会参加登録はどちらも以下のリンクから。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScFpfWy_cI7iBoEWaYnlhy8uF1XrsgvaYa2V7JmJF83lOy5Fg/viewform?usp=preview

る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
建

設
中
の
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

「Vista Pointe

（
ヴ
ィ
ス
タ
・

ポ
イ
ン
ト
）」
の
販
売
イ
ベ
ン

ト
を
Ｊ
．
Ｏ
ｎ
ｅ
不
動
産
と
共

催
で
開
催
す
る
。
場
所
は
建
設

中
の
「
ヴ
ィ
ス
タ
・
ポ
イ
ン
ト
」

に
隣
接
し
た
セ
ー
ル
ス
・
オ
フ

ィ
ス
（
ウ
エ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
８
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
ア
ッ

ト
・
ポ
ー
ト
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
）

日
時
は
、
７
月
11
日
（
土
）
午

後
４
時
か
ら
５
時
を
予
定
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
対
岸
の
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ハ
ド
ソ
ン
郡

ウ
エ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

建
設
が
進
む
「
ヴ
ィ
ス
タ
・
ポ

イ
ン
ト
」
が
、
注
目
を
集
め
て

い
る
。
同
物
件
は
、
１
Ｂ
Ｒ
か

ら
４
Ｂ
Ｒ
ま
で
の
広
々
と
し
た

間
取
り
を
備
え
、
ハ
ド
ソ
ン
川

や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
を
望
む
眺
望
が
大
き
な
魅

力
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
ま
で
約
７
分
で
ア
ク
セ

ス
で
き
る
「
Ｎ
Ｙ
ウ
ォ
ー
タ
ー

ウ
ェ
イ
」
フ
ェ
リ
ー
の
ポ
ー
ト

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
埠
頭
へ
徒
歩
圏

内
と
い
う
利
便
性
に
加
え
、
路

線
バ
ス
や
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
も
利

用
し
や
す
く
、
通
勤
環
境
に
も

優
れ
て
い
る
。

山辺社長

完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ

https://shopnyseikatsu.com/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScFpfWy_cI7iBoEWaYnlhy8uF1XrsgvaYa2V7JmJF83lOy5Fg/viewform?usp=preview
https://www.eventbrite.com/e/harlem-isimmigrant-stories-tickets-1991326228354
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通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
信

号
の
手
前
で
体
格
の
い
い
白
人

の
中
年
男
性
が
、
両
腕
を
バ
タ

バ
タ
さ
せ
て
、
何
や
ら
情
け
な

い
顔
で
あ
わ
て
て
い
る
。
身
動

き
で
き
な
い
よ
う
だ
。
よ
く
見

る
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か

れ
た
、
小
さ
な
ピ
ン
ク
の
リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
。

　

四
、五
歳
の
女
の
子
が
す
ぐ

そ
ば
に
立
ち
、
ぽ
か
ん
と
口
を

開
け
、
男
を
見
上
げ
て
い
る
。

　

女
の
子
の
リ
ュ
ッ
ク
を
ふ
ざ

け
て
背
負
い
、
取
れ
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
、
と
そ
の
子
を
か

ら
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

二
十
代
く
ら
い
の
黒
人
の
女

性
が
、
ふ
た
り
に
近
づ
く
と
、

一
体
全
体
、
ど
う
し
て
そ
ん
な

ふ
う
に
っ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
、
と

言
い
な
が
ら
、
大
声
で
笑
っ
て

い
る
。
ど
う
や
ら
、
ふ
ざ
け
て

い
る
の
で
は
な
く
、
本
当
に
腕

が
抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

子
ど
も
の
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
た
男

岡
田
岡
田  

光
世
光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 エッセイ連載 7070

よ
う
だ
。

　

Let me show you a little 
trick.

　

ち
ょ
っ
と
し
た
ト
リ
ッ
ク
を

お
見
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　

黒
人
の
女
性
は
女
の
子
に
そ

う
声
を
か
け
る
と
、
男
性
の
腕

の
下
に
手
を
や
っ
て
、
ス
ト
ラ

ッ
プ
を
引
っ
張
り
、
リ
ュ
ッ
ク

を
す
る
り
と
男
の
人
の
肩
か
ら

外
し
た
。

　

あ
あ
、
よ
か
っ
た
。
助
か
っ

た
よ
。
一
生
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
た
ま
ま
か
と
思
っ
た
よ
。

　

自
由
の
身
に
な
っ
た
男
の
人

は
、
そ
う
言
っ
て
笑
い
、
ほ
っ

と
し
た
表
情
で
大
き
く
肩
を
回

す
。

　

白
人
と
黒
人
の
夫
婦
な
の
だ

ろ
う
か
。
女
の
子
は
白
人
の
よ

う
だ
け
れ
ど
。

　

そ
う
思
っ
て
見
て
い
る
と
、

彼
ら
は
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
な
が
ら

別
れ
を
告
げ
、
女
の
人
だ
け
私

の
ほ
う
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
き

た
。

　

今
、
何
を
や
っ
て
い
た
の
？

　

そ
う
声
を
か
け
る
と
、
女
の

人
が
楽
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

　

あ
の
人
、
子
ど
も
用
の
リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
っ
た
ら
、
外
せ
な

く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
も
が
い
て

い
た
の
よ
。
だ
か
ら
、
魔
法
を

と
い
て
あ
げ
た
の
。
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
引
っ
張
っ
て
、
伸
ば
し
た

だ
け
よ
。

　

あ
な
た
た
ち
、
知
り
合
い
な

の
か
と
思
っ
た
わ
。

　

違
う
わ
。
赤
の
他
人
よ
。
そ

も
そ
も
ど
う
や
っ
て
、
リ
ュ
ッ

ク
に
腕
を
通
せ
た
わ
け
？　

っ

て
思
わ
ず
、
聞
い
ち
ゃ
っ
た
わ

よ
。

　

あ
と
で
六
十
代
の
友
人
ロ
ブ

に
こ
の
話
を
す
る
と
、
彼
が
真

顔
で
つ
ぶ
や
い
た
。

　

そ
の
男
は
た
ぶ
ん
、
子
ど
も

の
と
き
に
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

た
ま
ま
、
大
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
だ
ろ
う
。

　

そ
う
話
す
ロ
ブ
も
、
リ
ュ
ッ

ク
の
男
も
、
き
っ
と
そ
う
に
違

い
な
い
。

　

子
ど
も
の
と
き
に
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
た
ま
ま
、
大
人
に
な

っ
た
男
た
ち
。

　

そ
ん
な
大
人
が
、
と
き
に
と

て
も
魅
力
的
に
見
え
る
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
第
８
弾
『
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
の
か
か
り

方
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

 JAPAN SOCIETY お知らせ

ジャパン・ソサエティー個人会員募集
　ジャパン・ソサエティー（ＪＳ）では個人会員を募集
しています。会員になると、ギャラリーへの無料入場、
会員限定イベントへの参加など、ニューヨークで楽し
める日本文化体験が特別割引で利用可能です。手頃な
年会費 100ドルの「フレンズ」からご入会できます。
お申し込みはウェブサイト https://japansociety.org/
join-support/become-a-memberをご参照ください。

■ FRENDS 年会費 $100
会員対象行事（２人割引）・プログラム 20%引き
・日本語クラス割引・ギャラリーオープニングレセプシ
ョン・特別行事前売り券ご優待前・ギャラリー無制限
訪問可
■ SUSTAINING 年会費　$250
・ガイドツアーと映画レセプション・ギャリーガイドツ
アー・新年会後生涯・クラシック映画２回ご招待・上
記 FRENDSのベネフィット
■ SPONSOR 　年会費 $500
・市内開催日本文化内覧会へのご招待・茶席ご招待・
文化施設個人ツアー・上記 SUSTAONINGのベネフィ
ット
■ YOUNG PATRON COUNCIL 年会費 $300
(21歳から 45歳対象 )
・若手芸術家支援活動への参加・特別プログラムへの
ご招待・JAPAN CUTS 、美術展へ VIP入場・世界中
のジャパン・ソサエティーと交流
■ PATRON CIRCLE  年会費 $1,000
・特別行事への VIP入場・SPONSORベネフィット＋
プライベート祝杯レセプション、美術館ツアー
■ BENEFACTOR CIRCLE  年会費 $2.500
・映画試写会ご招待・PATRON CIRCLE ベネフィット・
上映映画監督との面談及び招待席
■ LEADERSHIP CIRCLE 年会費 $5,000
・文化行事における特待参加・PATRON CIRCLE ベネ
フィット・ウイスキー＆酒イベントでの個人ツアー（４人まで
のゲスト含む）ご招待・館内美術展 VIPご優待券
■ DIRECTOR’S CIRCLE 年会費 $10,000
・LEADERSHIP CIRCLE ベネフィット・舞台上演６作品の
俳優との個別面談と学芸員によるリハーサルツアー

JAPAN SOCIETY
333 EAST 47TH ST. 

NEW YORK, NY 10017
https://japansociety.org

Telephone: (212) 715-1258

　

４
月
19
日
に
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
第
1
回
「 
乳
が
ん
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠
Ｕ
Ｓ
」（
主
催
：

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
がYouTube
に

て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
当
日

は
、
南
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
乳
が

ん
セ
ン
タ
ー
長
・
土
井
卓
子
医

師
の
ほ
か
、 

２
０
２
４
年
に
乳

が
ん
を
公
表
し
た
梅
宮
ア
ン
ナ

さ
ん
が
登
壇
。
座
談
会
と
質
疑

応
答
も
行
わ
れ
た
。
３
本
の

動
画
で
は
、
土
井
医
師
に
よ

る
「
乳
が
ん
治
療
の
最
前
線
か

ら
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、
梅

宮
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
彩
り
を

取
り
戻
す
ま
で
」
と
座
談
会
の

映
像
が
公
開
さ
れ
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
写
真
や
動
画
は
Ｂ
Ｃ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://bcnetwork.org/
event/202604/movie.html

を
参
照
す
る
。

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

只
今
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
中

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
７
月
10
日

（
金
）
に
夏
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ク
ル
ー
ズ
を
開
催
す
る
。
21
歳

以
上
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

る
。
約
３
時
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
湾
＆
自
由
の
女
神
遊
覧
ク
ル

ー
ズ
で
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
デ

ィ
ナ
ー
、
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
レ
ッ

ス
ン
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
音
楽
演
奏
、

「
エ
ダ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
に

よ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が

あ
る
。
収
益
は
支
援
を
必
要
と

す
る
地
域
社
会
と
災
害
支
援
に

役
立
て
る
。
料
金
は
１
人
前
売

り
50
ド
ル
（
６
月
中
）、
７
月

以
降
1
人
60
ド
ル
。
出
航
は
午

後
７
時
30
分
。
午
後
７
時
乗
船

開
始
。
集
合
は
23
丁
目
と
Ｆ
Ｄ

Ｒ
ド
ラ
イ
ブ
の
「
Ｎ
Ｙ
ス
カ
イ

ポ
ー
ト
・
マ
リ
ー
ナ
」。
主
催

者
は
「
当
日
は
お
洒
落
を
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

は https://www.zeff y.com/
en-US/ticketing/nyjalcc-
sum

m
er-charity-cruise　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

９
１
４
・
７
０
７
・
３
０
１
１
、

三
木
さ
ん
。

夏のクルーズ
７月 10日に開催
NY湾から夜景を
NY日系ライオンズクラブ主催

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://hinomaru-limo.com/
https://giip-global.com/ja/
https://sobaya.square.site/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
https://japansociety.org/
https://japansociety.org
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
https://bcnetwork.org/event/202604/movie.html
https://www.zeffy.com/en-US/ticketing/nyjalcc-summer-charity-cruise
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 公共サービス連絡先

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

特
設
ペ
ー
ジ
を
公
開

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
を
観
戦
す
る
日
本
人

に
対
し
て
注
意
事
項
を
発
表
し

た
。
試
合
会
場
の
う
ち
、
メ
ッ

ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
（
今

次
大
会
に
お
い
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・

ス
タ
ジ
ア
ム
）
及
び 

リ
ン
カ

ー
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

フ
ィ
ー
ル
ド
（
同
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
ア
ム
）
は
、

同
領
事
館
の
管
轄
地
域
に
あ

る
。当
地
へ
の
滞
在
に
向
け
て
、

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
べ

き
こ
と
、
試
合
観
戦
で
の
留
意

事
項
等
は
次
の
通
り
。

●
決
済
手
段
の
確
保（
カ
ー
ド
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
）

　

ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
決
済
は

「
完
全
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
」

さ
れ
て
い
る
（
現
金
不
可
）。

グ
ッ
ズ
、
食
事
や
飲
み
物
の
購

入
の
た
め
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
タ
ッ
チ
決
済
（ApplePay

、

Google Wallet 

等
）
に
よ
る

支
払
い
が
求
め
ら
れ
る
。

●
移
動
・
試
合
観
戦
に
関
す
る

注
意
事
項

　

ス
タ
ジ
ア
ム
入
場
時
に
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
が
厳

格
に
行
わ
れ
る
。
手
荷
物
は
基

準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準

外
の
も
の
は
一
切
持
ち
込
め
な

い
（
預
け
る
場
所
も
な
く
、
入

場
す
る
た
め
に
は
そ
の
場
で
廃

棄
処
分
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
も
あ
る
） 

。

（
１
）
ク
リ
ア
バ
ッ
グ
ポ
リ
シ

ー
（
透
明
バ
ッ
グ
規
制
）

　

持
込
み
可
能
な
手
荷
物
は
、

30
セ
ン
チ
×
15
セ
ン
チ
×
30
セ

ン
チ
以
内
の
ク
リ
ア
バ
ッ
グ

（
透
明
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ

ニ
ー
ル
、Ｐ
Ｖ
Ｃ
製
の
バ
ッ
グ
）

の
み
。
中
身
が
見
え
な
い
通
常

の
リ
ュ
ッ
ク
、ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、

カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
は
一
切
持
込
み

禁
止
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小

さ
な
ポ
ー
チ
（
11
セ
ン
チ
×
16

セ
ン
チ
以
内
）
の
み
、
透
明
で

な
く
て
も
ひ
と
り
1
点
ま
で
持

込
み
可
能
。

（
２
）
雨
具
（
レ
イ
ン
コ
ー
ト
・

ポ
ン
チ
ョ
）
の
用
意

　

ス
タ
ジ
ア
ム
内
へ
の
「
傘
」

の
持
込
み
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
雨
天
に
備
え
、
レ
イ
ン

コ
ー
ト
等
を
用
意
す
る
。

（
３
）
カ
メ
ラ
・
機
材
の
制
限

　

機
材
の
持
込
み
に
は
、
厳
し

い
サ
イ
ズ
規
制
が
敷
か
れ
て
い

る
。
基
準
を
超
え
た
レ
ン
ズ
は

入
場
時
に
没
収
又
は
廃
棄
処
分

と
な
る
。
Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
・
ス
タ

ジ
ア
ム
は
、
レ
ン
ズ
の
長
さ
が

15
セ
ン
チ
（
6
イ
ン
チ
）
を
超

え
る
も
の
、
三
脚
、
一
脚
、
自

撮
り
棒
は
一
切
持
込
禁
止
。
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
ア

ム
は
、
レ
ン
ズ
の
長
さ
が 

12
・

７
セ
ン
チ
（
5
イ
ン
チ
）
を
超

え
る
も
の
、
三
脚
、
一
脚
、
自

撮
り
棒
に
加
え
、GoPro

（
ア

ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
）
も
一
切
持

込
禁
止
。

（
４
）
飲
食
物
・
ビ
ン
・
缶
の

持
込
禁
止

　

外
部
か
ら
の
飲
食
物
、
ア

ル
コ
ー
ル
、
ビ
ン
、
缶
、
水

筒
、
魔
法
瓶
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
の
持
込
み
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
る
。
酷
暑
対
策
に

伴
う
直
近
の
規
定
変
更
に
よ

　

旅
券
法
の
一
部
改
正
及
び
旅

券
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
新
し
い
旅
券
手
数
料
の

額
が
、
７
月
１
日
（
水
）
以

降
の
申
請
分
か
ら
適
用
さ
れ

る
。
現
在
18
歳
以
上
が
取
得

す
る
10
年
旅
券
は
、
電
子
申

請
が
1
万
５
９
０
０
円
（
窓

口
申
請
は
1
万
６
３
０
０
円
）

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
数
料
が

減
額
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

だ
が
、
7
月
以
降
は
電
子
申

請
が
８
９
０
０
円
（
窓
口
申

請
９
３
０
０
円
）
と
な
り
、

７
０
０
０
円
の
減
額
と
な
る
。

　

こ
の
改
定
に
伴
い
、
7
月
1

日
以
降
に
申
請
す
る
人
が
大
幅

に
増
加
し
、
申
請
数
が
旅
券
作

成
可
能
数
を
上
回
る
可
能
性
が

高
く
、
7
月
1
日
以
降
の
申
請

は
、
電
子
申
請
で
も
窓
口
申
請

で
も
、
通
常
よ
り
も
長
い
時
間

を
要
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事

館
で
は
、
旅
券
の
申
請
か
ら
交

付
ま
で
に
３
〜
４
週
間
を
要
し

て
い
る
が
、
通
常
よ
り
も
多
く

の
日
数
を
要
す
る
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、
十
分
な
時
間
的
余
裕

を
も
っ
て
申
請
す
る
よ
う
に
と

発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
し

い
旅
券
手
数
料
の
米
ド
ル
額
に

つ
い
て
は
、
確
定
次
第
発
表

さ
れ
る
。
詳
細
は
外
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttps://www.

mofa.go.jp/mofaj/ca/pss/
pagew_000001_02493.
html

を
参
照
す
る
。

り
、
期
間
中
の
ス
タ
ジ
ア
ム
内

に
は
「
未
開
封
の
市
販
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
（
５
０
０

〜
６
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
／
20 

オ
ン
ス
以
下
の
も
の
。
ひ
と
り

1
本
ま
で
） 

」 

、
ま
た
は
「
中

身
が
カ
ラ
の
1
リ
ッ
ト
ル
以
下

の
透
明
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト

ル
」
の
み
持
込
み
が
許
可
さ
れ

る
（
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
無
料
給

水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
利
用
可

能
） 

。

（
５
）
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
と
移
動
時

　

Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

へ
は
、
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ

ィ
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
直

行
バ
ス
「
公
式
ス
タ
ジ
ア
ム
・

シ
ャ
ト
ル
（Offi  cial NYNJ 

Stadium Shuttle

） 

」
が
運
行

さ
れ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
完
全

事 

前
予
約
制
。
購
入
及 

び
乗

車
に
は 

「
当
日
の
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
」 

の
提
示
が
必
須 

。

　

詳
細
は
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

特
設
ペ
ー
ジ
（https://www.

ny.us.emb-japan.go.jp/
itpr_ja/fi fa26_00.html

）
を

参
照
す
る
。

　
　
　Ｎ

Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

で
の
試
合
日
程
は
次
の
通
り

6
月
22
日
（
月
）
午
後
８
時

25
日
（
木
）
午
後
４
時

27
日
（
土
）
午
後
５
時

30
日
（
火
）
午
後
５
時

7
月
５
日
（
日
）
午
後
４
時

19
日
（
日
）
午
後
３
時

　

ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
国
立
記

念
碑
10
周
年
を
祝
し
20
日（
土
）

か
ら
７
月
２
日
（
木
）
ま
で
、

グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
27
店

舗
の
店
頭
を
利
用
し
た
特
別
展

が
開
催
さ
れ
る
。
記
念
碑
は
ゲ

イ
バ
ー「
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
・

イ
ン
」
で
警
察
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
当
事
者
た
ち
の
対
立
が
暴
動

に
発
展
し
た
１
９
６
９
年
の

「
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
反
乱
」

を
き
っ
か
け
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

の
権
利
獲
得
運
動
の
発
祥
の
地

と
認
識
さ
れ
、
２
０
１
６
年
に

当
時
の
オ
バ
マ
大
統
領
は
同
バ

ー
を
国
立
記
念
碑
、
周
辺
地
区

を
国
定
文
化
遺
産
保
護
地
域
に

指
定
し
た
。
事
件
発
生
が
６
月

28
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
毎

年
６
月
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
権

利
の
認
識
を
高
め
る
プ
ラ
イ
ド

月
間
に
制
定
さ
れ
、
世
界
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

地
元
の
経
済
活
性
を
支
援
す

る
ウ
エ
ス
ト
・
ビ
レ
ッ
ジ
・
ビ

ジ
ネ
ス
改
善
地
区
（
Ｂ
Ｉ
Ｄ
）

と
同
記
念
碑
を
管
理
す
る
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
公
園
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
が
主
催
す
る
同
展
「
ス
ト
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
10
」
は
、
参
加

店
ま
た
は
公
式
サ
イ
ト
で
無
料

地
図
を
手
に
入
れ
、バ
ー
「
ザ
・

モ
ン
ス
タ
ー
」（
グ
ロ
ー
ブ
通

り
80
番
地
）
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
反

乱
の
前
、
当
時
、
そ
の
後
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
流
れ
を
店
頭
に

掲
示
さ
れ
た
写
真
や
歴
史
的
な

ポ
ス
タ
ー
、
資
料
な
ど
を
巡
り

な
が
ら
認
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
昨
年
の
就
任
時
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
過
激

主
義
か
ら
女
性
た
ち
を
守
り
、

連
邦
政
府
に
生
物
学
的
な
真
実

を
取
り
戻
す
」
こ
と
を
目
的
に

大
統
領
令
１
４
１
６
８
号
を
発

令
し
、
米
国
立
公
園
局
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

の
ペ
ー
ジ
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
関
す
る
文
献
が
削
除

さ
れ
た
。
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ラ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ

ッ
ク
・
プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

今
年
初
頭
、
連
邦
政
策
が
歴
史

的
解
釈
を
変
え
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

国
立
記
念
碑
を
国
内
11
か
所
目

の
モ
ス
ト
・
エ
ン
デ
ン
ジ
ャ
ー

ド
（
最
も
保
護
を
必
要
と
す

る
）
史
跡
に
指
定
し
た
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

stonewall10.nyc

を
参
照
。

ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

国
立
記
念
碑
10
周
年

27か所巡る歩くツアー

「FIFA W杯
観戦準備を」

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www
https://www
https://stonewall10.nyc
https://stonewall10.nyc
https://stonewall10.nyc
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/fifa26_00.html
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/fifa26_00.html
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Ｎ
Ｙ
で
歓
声
響
く

日
系
3
団
体
共
催
応
援
会

　

２
０
２
６
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
を
前
に
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
の
マ
イ
キ
ー
・
シ

ェ
リ
ル
知
事
は
、
州
民
向
け
に

７
７
０
枚
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を

提
供
す
る
と
発
表
し
た
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
対
象
と
な
る
の

は
、
イ
ー
ス
ト
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド

の
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア

ム
（
大
会
期
間
中
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・

ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
開
催
さ
れ
る

7
試
合
で
、
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー

ジ
5
試
合
と
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ラ

ウ
ン
ド
2
試
合
が
含
ま
れ
る
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
開
催
委
員
会
お
よ
び
民

間
企
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
州
の
税
金
は
使
用
さ
れ
な

い
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
地
域
団
体
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
、
特
に
優
先
さ

れ
る
の
は
、
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

選
手
、
海
外
派
遣
中
の
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
兵
の
家
族
、
重

い
病
気
と
闘
う
子
ど
も
と
そ
の

家
族
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン

Ｎ
Ｊ
州
民
に
無
料
券

７
７
０
枚
を
提
供
へ

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
９
日
、
２
０
２
６
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

中
の
今
月
11
日
か
ら
７
月
20
日

ま
で
に
限
り
、
バ
ー
や
レ
ス
ト

ラ
ン
（
店
内
ア
ル
コ
ー
ル
提
供

の
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
）
は
午
前
４

時
ま
で
の
営
業
と
ア
ル
コ
ー
ル

類
の
提
供
を
許
可
す
る
方
針
を

発
表
し
た
。

　

同
法
は
、
約
１
２
０
万
人
の

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が
国
内
外
か

ら
集
ま
り
需
要
が
高
ま
る
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
期
間
を
Ｎ
Ｙ
州
内

の
飲
食
店
や
屋
内
施
設
に
と
っ

て
の
収
益
を
最
大
化
で
き
る
機

ダ
ー
、
そ
し
て
看
護
師
を
含
む

医
療
従
事
者
。

　

シ
ェ
リ
ル
知
事
は
、「
世
界

中
か
ら
訪
れ
る
人
々
を
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
州
民
に
こ

の
一
生
に
一
度
の
機
会
を
体
験

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

今
回
の
発
表
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ

ニ
市
長
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
低
価
格
の
抽

選
方
式
で
提
供
す
る
同
様
の
取

り
組
み
を
発
表
し
た
こ
と
に
続

く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会
や世界への貢献のためさまざまな活動をしてい
ます。
■ 夏のチャリティークルーズ
 Summer Party FUNdraiser
　黄昏の摩天楼、自由の女神を見ながらの
チャリティーネットワーキング。 アメリカ
合衆国独立250周年の次週に開催。夏を満
喫、バッフェ、J-pop、日本人ダンスユニッ
トEda Movement のパフォーマンスもあり。
またラテンダンススクールも乗船するので
インストラクターからのフリーレッスンも
ある。 経費差し引き後の収入は地域社会、
自然災害支援金になる。  
【日時】2026年7月10日（金) 
  乗船開始 19:00／出航 19:30／帰港 22:30 
【場所】NY Skyport Marina, 
  23rd Street ＆FDR Drive 
【参加費】50ドル（6月末まで支払いの
  早割）それ以降は60ドル 
【支払方法】QRコードまたはウェブ
  https://www.zeff y.com/en-US/ticketing/
  nyjalcc-summer-charity-cruise 
【問い合せ】Eメール: info@nyjalc.org
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会
と
し
、
試
合
会
場
以
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
許
可
す
る

「
ワ
ン
デ
ー
・
パ
ミ
ッ
ト
」
の

一
環
と
し
て
同
州
種
類
管
理
局

を
通
し
て
承
認
に
至
っ
た
。
期

間
限
定
の
方
針
移
行
に
つ
い
て

同
州
知
事
は
「
試
合
の
チ
ケ
ッ

ト
が
な
く
て
も
、
期
間
中
は
す

べ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
と
地

元
の
事
業
者
が
世
界
最
大
の
ス

ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

共
に
祝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
規
模
事
業
者
や
地
元
経
済
を

支
援
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
団
結
で
き
、
皆
に
と
っ
て
の

喜
び
に
な
る
」と
伝
え
て
い
る
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
期
間
中

午
前
４
時
ま
で
許
可

ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供

初戦は上出来！

　

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
Ｆ
組
の
日

本
の
初
戦
は
14
日
、
オ
ラ
ン
ダ

を
相
手
に
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス

会
場
（
ア
ー
リ
ン
ト
ン
）
の
Ａ

Ｔ
＆
Ｔ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も
観
戦
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
、

日
本
ク
ラ
ブ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
ヤ
ン
グ
・
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
３
団
体
共
催
に

よ
る
応
援
イ
ベ
ン
ト
が
西
35
丁

目
27
番
地
に
あ
る
プ
レ
イ
ラ
イ

ト
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ブ
で
行

わ
れ
た
。
会
場
に
は
佐
藤
貢
司

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
は
じ
め
日

本
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
日
米

１
５
０
人
あ
ま
り
が
詰
め
か
け

た
。
ま
た
、
同
時
間
帯
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
で
は
、サ
ン
ト
リ
ー
・

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
が
、

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催

し
、
大
勢
の
応
援
観
戦
客
が
訪

れ
た
。
両
会
場
共
に
、
日
本
が

終
盤
間
際
に
同
点
ゴ
ー
ル
を
決

め
る
と
割
れ
ん
ば
か
り
の
大
歓

声
が
あ
が
っ
た
。

　

優
勝
候
補
の
一
角
と
さ
れ
る

オ
ラ
ン
ダ
相
手
に
２
対
２
の
引

き
分
け
で
勝
ち
点
１
を
獲
得
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
へ
向

け
て
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ

と
に
詰
め
か
け
た
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
応
援
の
日
本
人
フ
ァ
ン
か

ら
も
「
こ
れ
で
い
い
、
上
出
来

だ
っ
た
。
ま
ず
は
良
か
っ
た
」

と
い
う
安
堵
の
声
が
聞
か
れ
た

一
方
、「
オ
ラ
ン
ダ
は
明
ら
か

に
故
意
に
足
を
引
っ
か
け
た
り

体
当
た
り
し
て
い
る
の
に
レ
フ

リ
ー
が
知
ら
ん
顔
の
場
面
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ケ
ガ
を
し
た
久

保
選
手
が
心
配
だ
。
あ
れ
は
一

発
レ
ッ
ド
で
も
良
い
は
ず
な
の

に
、フ
ァ
ー
ル
も
取
ら
な
い
し
、

監
督
も
お
と
な
し
す
ぎ
る
と
思

っ
た
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
別
の
観
客
か
ら
は
、
オ

ラ
ン
ダ
ご
訪
問
中
の
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
城

で
観
戦
し
て
い
た
こ
と
に
思
い

を
馳
せ
、「
日
本
、
オ
ラ
ン
ダ

双
方
共
に
大
健
闘
の
末
の
引
き

分
け
だ
っ
た
の
で
、
外
交
的
に

は
ベ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　

Ｆ
組
で
は
同
日
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
５
対
１

で
下
し
た
。
日
本
の
次
戦
は
チ

ュ
ニ
ジ
ア
で
、
21
日
午
前
０
時

（
米
国
東
部
時
間
）
に
メ
キ
シ

コ
・
モ
ン
テ
レ
イ
で
対
戦
す
る
。

ジャパン・ビレッジで観戦応援するファン（写真・武末幸繁）

終盤の同点ゴールに大歓声が上がったマンハッタンの応援会場（14日、写真・三浦良一）

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://myriverside.net/home
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
https://www.zeffy.com/en-US/ticketing/nyjalcc-summer-charity-cruise
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こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で
水

素
を
取
り
入
れ
た
方
々
の
変
化

や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
少
し

視
点
を
広
げ
、
現
在
の
研
究
の

動
き
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
米
国
の
医
療
機
関

を
中
心
に
、
水
素
吸
入
に
関

す
る
臨
床
試
験
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

「Hydrogen-FAST

」
と
呼
ば

れ
る
試
験
が
あ
り
、
水
素
の
安

全
性
や
実
現
可
能
性
に
つ
い
て

検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
医
療
の
現

場
で
扱
う
際
に
は
、
ま
ず
安
全

性
と
運
用
の
確
実
性
を
確
認
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

の
試
験
も
そ
の
初
期
段
階
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
２
０
１
６
年
に
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
を
中
心

に
、
心
停
止
か
ら
蘇
生
し
た
患

者
を
対
象
と
し
た
水
素
ガ
ス
吸

入
療
法
が
、
先
進
医
療
と
し
て

研
究
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
先
行
的
な
取
り
組
み

は
、
水
素
と
い
う
新
し
い
選
択

肢
が
ど
の
よ
う
に
医
療
の
中
で

扱
わ
れ
て
い
く
の
か
を
検
討
す

る
重
要
な
一
歩
で
あ
り
、
そ
の

後
の
研
究
の
土
台
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
海
外
に
お
い
て
も
、
同

様
の
流
れ
の
中
で
段
階
的
な
検

証
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
研
究

が
す
ぐ
に
日
常
生
活
へ
直
接
結

び
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
の
分
野
で
は
、
時
間

を
か
け
て
慎
重
に
検
証
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
前
提

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
同
時

に
、
水
素
が
体
の
状
態
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る

の
か
を
探
る
動
き
が
、
国
内
外

で
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。

　

一
方
で
日
常
生
活
に
お
い
て

は
、
体
調
管
理
や
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
整
え
る
一
つ
の
選
択
肢

と
し
て
、
水
素
を
取
り
入
れ
て

い
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
継
続
さ
れ
て
い
る
方
ほ
ど
、

ご
自
身
の
生
活
リ
ズ
ム
に
無
理

な
く
組
み
込
む
工
夫
を
さ
れ
て

い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
の
ケ
ア
に
加
え
、

ご
自
宅
で
の
取
り
入
れ
方
を
検

討
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
方
法
や
頻
度
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
日
々
の
中
で
無

理
な
く
続
け
ら
れ
る
形
を
見
つ

け
る
こ
と
が
、
長
く
向
き
合
っ

て
い
く
上
で
の
一
つ
の
鍵
に
な

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
水
素

が
、
皆
様
の
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、
静
か
に
選
択
肢
の
一
つ

と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
54
）
水
素
研
究
の
最
前
線
と
、
私
た
ち
の
選
択

319

　

わ
た
し
が
育
っ
た
の
は
奈
良

県
で
す
。
そ
の
奈
良
県
に
今
年

の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が

「
監
獄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
監
獄
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
生
活
し
て
い
た
受
刑

者
の
部
屋
「
房
」
や
お
風
呂
が

見
れ
た
り
、「
受
刑
者
の
１
日
」

の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
食
事
や
食
器
ま

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
各
地
の
受
刑
者
が
製
作
し

た
商
品
な
ど
も
売
店
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
け

で
な
く
、
こ
の
建
物
の
中
に
星

野
リ
ゾ
ー
ト
の
ホ
テ
ル
も
で
き

る
み
た
い
で
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
１
日

８
０
０
人
限
定
の
た
め
、
チ
ケ

ッ
ト
は
連
日
完
売
、
も
し
行
か

れ
る
な
ら
予
約
し
て
行
か
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
奈
良
の
監
獄
が

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
蘇
る
こ

と
が
で
き
た
か
。
そ
れ
は
こ
の

建
物
が
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ

た
赤
煉
瓦
の
西
洋
建
築
で
美
し

く
、
重
要
文
化
財
で
も
あ
る
か

ら
で
す
。
訪
れ
る
と
分
か
り
ま

す
が
、
本
当
に
建
物
は
美
し
い

で
す
。
こ
ん
な
監
獄
は
全
国
に

５
つ
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現

存
し
て
い
る
の
は
奈
良
の
こ
こ

だ
け
だ
っ
た
み
た
い
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
わ
た
し
の
同
級

生
は
こ
こ
の
看
守
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
収
容
さ

れ
た
同
級
生
も
い
ま
し
た
。
看

守
だ
っ
た
人
た
ち
の
言
葉
の
映

像
も
あ
っ
て
、
こ
の
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。「
刑
期
を
終
え

て
出
所
す
る
人
た
ち
に
言
い
ま

す
。『
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は

で
き
な
い
け
れ
ど
、
生
き
方
を

変
え
る
こ
と
は
で
き
る
』」
な

ん
か
、
わ
た
し
に
も
グ
ッ
と
き

ま
し
た
。

　

も
し
、日
本
に
帰
ら
れ
た
り
、

訪
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
、

こ
の
奈
良
の
「
監
獄
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「
奈
良
に
で
き
た

監
獄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ )

は
恒
例
の
夏
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
13
日
午
前

10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
催

し
た
。
会
員
か
ら
寄
付
さ
れ
た

食
器
や
衣
類
、
書
籍
、
眼
鏡
、

着
物
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
靴
、

文
房
具
な
ど
、
ほ
ぼ
新
品
に
近

い
未
使
用
の
品
物
が
ず
ら
り
と

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ

た
。
特
に
和
食
器
な
ど
は
、
日

本
か
ら
個
人
で
持
ち
込
ん
で
帰

国
時
に
Ｊ
Ａ
Ａ
に
寄
付
し
て
置

い
て
い
っ
た
も
の
な
ど
も
多

く
、
当
地
の
小
売
店
な
ど
で
は

あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
、
取

り
扱
っ
て
い
な
い
珍
し
い
小
皿

や
お
盆
な
ど
が
来
場
者
の
人
気

を
呼
ん
で
い
た
。
手
に
取
っ
て

購
入
し
た
来
場
者
は
「
早
速
今

日
の
食
卓
で
使
い
ま
す
」
と
大

事
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
。

　

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
（
竹
田

勝
男
代
表
幹
事
）
は
７
月
12

日
（
日
）
恒
例
の
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
大
会
を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
プ

ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
で
開
催
す

る
。
時
間
は
午
前
11
時
過
ぎ
か

ら
午
後
４
時
く
ら
い
ま
で
。
場

所
は
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
・
パ
ー

ク
内
西
側
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

前
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
（
地

下
鉄
Ｆ
線
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

７
Ａ
Ｖ
Ｅ
駅
下
車
。
駅
か
ら
徒

歩
10
分
か
ら
15
分
）。

　

道
順
は
、
地
下
鉄
７
Ａ
Ｖ
Ｅ

駅
の
外
に
出
て
公
園
方
面
へ
歩

く
と
公
園
に
面
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

通
り
に
出
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
通
り

沿
い
の
５
番
通
り
と
４
番
通
り

の
間
に
あ
る
駐
車
場
入
り
口
か

ら
公
園
に
入
り
、
50
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
奥
へ
進
む
と
「
ピ
ク
ニ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
」
が
あ
る
。
そ
の
左

奥
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
エ
リ
ア
が
あ
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｑ
エ
リ
ア
一
番
奥
の
草
原

で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
を
行

う
。
フ
ラ
イ
テ
ン
ト
が
目
印
。

雨
天
で
も
開
催
。
参
加
費
は
会

員
、
学
生
、
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
は
35
ド
ル
。
ゲ
ス
ト
は
40

ド
ル
。
持
参
す
る
も
の
は
、
各

自
の
飲
み
物
、
ゴ
ミ
袋
、
敷
物
、

お
に
ぎ
り
。
参
加
の
連
絡
は　

Ｅ
メ
ー
ル　

h.yukarinokai@
gmail.com

　
（
星
野
さ
ん
）
ま

た

は　

 takedakatsuo1@
gmail.com

　
（
竹
田
さ
ん
）
ま

で
。 北

海
道
ゆ
か
り
の
会

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会

ＮＹ日系人会で恒例
フリーマーケット盛況

日
本
製
の
新
品
の
食
器
や

衣
類
、
バ
ッ
グ
な
ど
人
気

７
月
12
日
（
日
）

　

Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ー

ド
・
ア
ン
ド
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
）

は
、
24
日
（
水
）
午
後
４
時
か

ら
つ
る
と
ん
た
ん
（
西
48
丁
目

64
番
地
）
で
、
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
経
営
者
お
よ
び
外
食
産
業

関
係
者
を
対
象
に
「
外
食
産
業

は
い
か
に
し
て
利
益
を
生
み
出

す
の
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉

強
会
を
開
催
す
る
。

　

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
業
界

に
深
い
知
見
と
豊
富
な
実
績
を

持
つ
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
迎

え
、
利
益
を
生
み
出
す
た
め
の

考
え
方
や
実
践
的
な
経
営
手
法

に
つ
い
て
学
ぶ
。
講
師
は
、
日

下
武
氏
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

拠
点
に
日
系
企
業
の
米
国
進

出
、
事
業
拡
大
を
17
年
に
渡
り

支
援
、
特
に
食
品
、
飲
食
業
界

に
精
通
し
、
会
計
・
税
務
・
給

与
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
加

え
、
現
地
市
場
調
査
、
営
業
戦

略
、
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
支
援
ま

で
幅
広
く
対
応
）。
佐
藤
圭
太

氏
（
約
25
年
に
わ
た
り
初
花
の

代
表
を
務
め
、
変
化
す
る
市
場

環
境
の
中
で
事
業
の
成
長
と
発

展
を
牽
引
し
て
き
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
経
営
者
と
し
て
、
管
理
業

務
や
運
営
戦
略
に
精
通
し
、
ま

た
寿
司
職
人
と
し
て
も
長
年
の

経
験
と
技
術
を
有
し
て
い
る
）。

参
加
費
：
会
員 

10
ド
ル
、
一

般
（
非
会
員
）
40
ド
ル
。
定
員
：

30
人
（
申
し
込
み
順
。
多
数
の

場
合
は
調
整
あ
り
）。
意
見
交

流
会
参
加
費
50
ド
ル
。
詳
細 

：

https://jfhany.org/events/
is-your-restaurant-really-
profi table/

　

申
し
込
み
：https://forms.

gle/Cf1GXDSyj6L2W
FiX7

問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
６
８
９
・
１
８
９
９
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jfhany.org

鎌
田
さ
ん
。

外
食
産
業
は
い
か
に
利
益
を
出
す
か

24
日
に
経
営
者
対
象
の
勉
強
会
開
催

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.waterviewcoachingjp.com/sexualharass-j
mailto:info@jfhany.org
mailto:info@jfhany.org
mailto:info@jfhany.org
https://jfhany.org/events/is-your-restaurant-really-profitable/
https://forms.gle/Cf1GXDSyj6L2WFiX7


（7）　　 ［ローカル経済］ 2026年（令和 8年）6月 20日（土）

Prediction Markets 　予測（賭博？）市場
　今、米国で注目を集めているPrediction Markets とは、将来の出来事が起こる確率を市場価
格として売買する仕組みです。2020年に創業したKalshi というオンライン取引所では、選挙
結果や金利動向、スポーツの勝敗など、あらゆる事象が賭け取引の対象となっています。　例
えば、ある選挙候補者の当選確率を市場が25％と評価している場合、その契約は25セントで

取引されます。結果が出ると100セント（1ドル）で決済されるため、25セントで購入した契約が的中すれば、負
けた側のお金を原資として、1ドルを受け取ることができ、投資額の4倍が戻る計算になります（利益は3倍）。少
額の取引手数料は発生します。　　　
　このような予測市場は日本では賭博罪に抵触する可能性が高いですが、米国では連邦裁判所がこれを金融・先物市
場の枠組みで扱う余地を認めました。　実際、Prediction Markets は先物市場を監督する連邦政府機関であるCFTC（商
品先物取引委員会）の規制下に置かれています。
　一方で、ニューヨーク州など一部の州ではPrediction Markets を州法違反とする訴訟が起きています。また専門家
からはインサイダー取引や政治権力者による利益独占のリスクが指摘されており、　実際に、内部情報を用いた不正
取引での逮捕者が出ています。「来年の景気後退の有無」や「次期大統領選の結果」といった予測が、正当な金融市
場として機能するのか、あるいは単なる賭博に過ぎないのか、現在米国で大きな議論の的となっているのです。

 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【309】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

SALTFIELD
S BREW

IN
G

ビ
ー
ル
醸
造
１
周
年
祝
う

１セント硬貨廃止に
NY州議会でも可決

　

Ｎ
Ｙ
州
議
会
上
院
は
３
日
、

１
セ
ン
ト
硬
貨
の
使
用
を
段
階

的
に
廃
止
す
る
法
案
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
・
コ
モ

ン
・
セ
ン
ツ
・
ア
ク
ト
」
を
59

対
２
票
で
可
決
し
た
。
米
財
務

省
と
米
造
幣
局
は
昨
年
11
月
、

全
国
的
な
硬
貨
不
足
と
１
枚
当

た
り
約
３
・
７
セ
ン
ト
と
急
騰

し
た
生
産
コ
ス
ト
を
理
由
に
、

２
３
２
年
間
使
わ
れ
続
け
た
同

硬
貨
の
生
産
廃
止
を
決
定
し

た
。
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
が
今
年
末
ま
で
に
同

法
案
を
承
認
し
た
場
合
は
、
同

法
は
１
８
０
日
後
に
執
行
に
な

る
。
ア
リ
ゾ
ナ
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、
テ
ネ

シ
ー
、
ユ
タ
州
で
は
す
で
に
同

法
は
成
立
し
て
い
る
。

　

同
法
案
を
提
出
し
た
ジ
ョ

ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
同
州
上
院

議
員
は
、
米
財
務
省
と
全
米
州

議
会
議
員
連
盟
（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
）

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
基
に
、
現
金

支
払
い
時
の
総
額
を
丸
め
処
理

し
て
調
整
す
る
「
シ
ン
メ
ト
リ

カ
ル
・
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
制

度
を
導
入
し
、
事
業
者
と
消
費

者
を
明
確
に
１
セ
ン
ト
硬
貨
廃

止
後
の
市
場
に
導
く
よ
う
同
法

案
を
設
計
し
た
と
い
う
。
例

え
ば
、
支
払
総
額
の
端
末
が

.01

、.02

、.06

、.07

の

場

合
は
切
り
捨
て
、.03

、.04

、

.08

、.09

は
切
り
上
げ
と
な
り
、

.00

、.05

は
そ
の
ま
ま
に
な
る
。

合
計
が
１
ド
ル
３
セ
ン
ト（
１
・

03
ド
ル
）
は
１
ド
ル
５
セ
ン
ト

（
１
・
05
ド
ル
）、
１
ド
ル
８
セ

ン
ト
（
１
・
08
ド
ル
）
は
１
ド

ル
10
セ
ン
ト
（
１
・
10
ド
ル
）

に
切
り
上
げ
、
１
ド
ル
１
セ
ン

ト
（
１
・
01
ド
ル
）
は
１
ド
ル

（
１
・
00
ド
ル
）、
１
ド
ル
６
セ

ン
ト
（
１
・
06
ド
ル
）
は
１
ド

ル
５
セ
ン
ト
（
１
・
05
ド
ル
）

に
切
り
下
げ
に
な
る
。
現
金
以

外
の
電
子
決
算
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・

カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
、

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
の
日
本
人

に
よ
る
ク
ラ
フ
ト
ブ
リ
ュ
ー

ワ
リ
ー
、「
ソ
ル
ト
フ
ィ
ー
ル

ズ
・
ブ
リ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
が
12

日
、
創
業
１
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
レ
コ
ー
ド
本
社
２
階
で
開
催

し
た
。
再
開
発
が
進
む
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ゴ
ワ
ナ
ス
の
醸
造
所

で
契
約
醸
造
し
、
カ
ル
ロ
ー
ス

米
を
使
っ
た
ラ
イ
ス
ラ
ガ
ー
の

詰
め
た
て
の
缶
ビ
ー
ル
を
自
分

た
ち
で
デ
リ
バ
リ
ー
し
た
の
が

始
ま
り
。
発
売
か
ら
１
年
で
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
、
小

売
店
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
全
店
舗
の
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ

で
の
展
開
が
決
ま
り
現
在
取
引

先
は
１
７
０
社
あ
ま
り
に
拡
大

し
て
い
る
。

　

創
業
者
の
塩
野
裕
樹
さ
ん
は

特
に
酒
好
き
で
は
な
か
っ
た

が
、
ビ
ー
ル
好
き
の
妻
の
優
美

さ
ん
に
勧
め
ら
れ
て
飲
ん
だ
ロ

ー
カ
ル
産
の
ビ
ー
ル
の
美
味
さ

に
開
眼
、
地
元
の
ブ
リ
ュ
ー
ワ

リ
ー
に
飛
び
込
ん
で
１
年
間
、

雇
わ
れ
る
形
で
醸
造
を
学
ん
だ

と
い
う
。

　
「
米
麦
酒
」
と
缶
に
寄
席
文

字
で
書
か
れ
た
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー

は
、
20
世
紀
初
頭
に
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
渡
っ
た
日
本
人
移
民

が
広
め
た
中
粒
種
の
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
を
使
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ

産
の
ビ
ル
ス
ナ
ー
モ
ル
ト
を
ベ

ー
ス
に
白
麹
を
少
量
加
え
て
醸

造
し
た
。
会
社
名
の
ソ
ル
ト
フ

ィ
ー
ル
ズ
は
「
塩
野
」
を
英
語

読
み
に
し
て
付
け
た
。
日
本
に

も
既
に
出
荷
し
、
売
り
切
れ
状

態
の
人
気
ぶ
り
。
ほ
の
か
な
酸

味
で
爽
や
か
な
味
わ
い
だ
。
キ

ン
キ
ン
に
冷
や
す
こ
と
で
本
領

を
発
揮
す
る
そ
う
だ
。
来
月
か

ら
中
国
に
も
輸
出
を
開
始
し
、

年
内
に
新
し
い
フ
レ
ー
バ
ー
も

リ
リ
ー
ス
す
る
と
い
う
。
塩
野

さ
ん
は
「
今
後
の
展
開
は
ゆ
っ

く
り
焦
ら
ず Saltfi elds

を
育

て
て
い
き
、
近
い
未
来
自
分
の

工
場
兼Tap room

を
も
つ
こ

と
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

小
切
手
、
０
・
04
ド
ル
以
下
の

支
払
い
は
対
象
外
と
な
る
。
同

法
案
の
詳
細
はhttps://www.

nysenate.gov/legislation/
bills/2025/A9274/
amendment/A

を
参
照
す
る
。

ホールフーズNY全店に
創
業
者
の
塩
野
さ
ん
と
妻
の
優
美
さ
ん
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

『Everyday Sake』
出版記念イベント

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
を
拠
点
に
日
本
酒
な

ど
を
販
売
す
るUmami Mart

が
書
籍
『Everyday Sake

』

の
出
版
を
記
念
し
、
29
日

（
月
）
午
後
6
時
か
ら
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
ク
ラ
（34th St, 

Brooklyn

）
で
リ
リ
ー
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
。
著
者
は

ア
カ
ボ
リ
・
カ
ヨ
コ
さ
ん
と
ク

マ
ノ
・
ヨ
ウ
コ
さ
ん
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
著
者
に
よ
る
サ
イ
ン
会

の
ほ
か
、
日
本
酒
の
試
飲
、
酒

蔵
ツ
ア
ー
、
ラ
ッ
フ
ル
の
チ
ケ

ッ
ト
と
、
酒
粕
ド
ー
ナ
ツ
等
の

ス
ナ
ッ
ク
が
提
供
さ
れ
る
。

　

入
場
料
は
60
ド
ル
（
21
歳

以
上
）。
参
加
申
し
込
み
・
詳

細

はhttps://umamimart.
com/collections/events/
products/everyday-sake-
ny-launch-party

を
参
照
。

 　
海
外
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

市
川
所
長
が
引
退

　

海
外
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
所

長
の
市
川
俊
氏
。
16
日
付
で

引
退
。
後
任
に
園
原
昌
代
氏
。

http://nenkinichikawa.org 

Ｅ
メ
ー
ルnenkinichikawa@

gmail.com

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク
ラ
で

29
日
リ
リ
ー
ス
パ
ー
テ
ィ

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
起
業
の
塩
野
さ
ん

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:9176780297
https://www.maxjob.com/
tel:18778852726
https://umamimart.com/collections/events/products/everyday-sake-ny-launch-party
http://nenkinichikawa.org
mailto:nenkinichikawa@gmail.com
https://www.nysenate.gov/legislation/bills/2025/A9274/amendment/A
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）

　

こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

６
月が
つ
に
な
る
と
、
日に
ほ
ん本

は
「
梅つ
ゆ雨
」
と
い
う
雨あ
め
の

多お
お
い
季き
せ
つ節
に
な
り
ま
す
。

雨あ
めの
日ひ
が
続つ
づ
く
と
、
あ
じ

さ
い
の
花は
な
が
き
れ
い
に
咲さ

き
ま
す
。
あ
じ
さ
い
は

日に
ほ
ん
げ
ん
さ
ん

本
原
産
の
花は
な
で
、
昔
む
か
しか

ら
人ひ
と
び
と々に
親し
た
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
に
は
青あ
お
や

紫む
ら
さ
き、
ピ
ン
ク
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
色い
ろ
が
あ
り
ま

す
。
特と
く
に
日に
ほ
ん本
で
は
青あ
お
い

あ
じ
さ
い
を
よ
く
見み
か
け

ま
す
。
こ
れ
は
雨あ
め
が
多お
お

く
、
土つ
ち
が
酸さ
ん
せ
い性に
な
り
や

す
い
た
め
で
す
。
ま
た
、

雨あ
めの
日ひ
に
人ひ
と
と
す
れ
違ち
が
う

と
き
は
、
相あ
い
て手
に
雨あ
め
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
傘か
さ
を
少す
こ

梅つ

ゆ雨
と
あ
じ
さ
い

思お
も

い
立た

っ
た
が
吉き
ち
じ
つ日

・梅雨（つゆ）：the rainy season ・続く（つづく）：continue
・咲く（さく）：to bloom
・原産（げんさん）：native to; originating from 
・酸性（さんせい）：acidic・すれ違う（すれちがう）：to pass by each other
・傾ける（かたむける）：to tilt・傘かしげ（かさかしげ）：the custom of
 tilting an umbrella to avoid splashing others
・初夏（しょか）：early summer ・吉日（きちじつ）：Auspicious day
・暦（こよみ）：calendar ・凶日（きょうじつ）：Inauspicious day
・「思い立ったが吉日」と同意の英文：There is no time like the present.

し
傾
か
た
むけ
る
「
傘か
さ
か
し
げ
」

と
い
う
マ
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

　

梅つ
ゆ雨
の
季き
せ
つ節
に
あ
じ

さ
い
を
楽た
の
し
む
こ
と
は
、

日に
ほ
ん本
ら
し
い
初し
ょ
か夏
の
文ぶ
ん
か化

の
一ひ
と
つ
で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

　

何な
に
か
を
始は
じ
め
よ
う
と
思お
も

っ
た
ら
、
す
ぐ
に
行こ
う
ど
う動
す

る
の
が
一い
ち
ば
ん番
よ
い
と
い
う

例た
とえ
で
す
。
吉き
ち
じ
つ日と
は
暦
こ
よ
み

に
記し
る
さ
れ
た
、
大た
い
あ
ん安（
何な
ん

で
も
う
ま
く
行い
く
日ひ
）
や

天て
ん
し
ゃ
び

赦
日
（
天て
ん
が
全す
べ
て
を
許ゆ
る

す
日ひ
）
な
ど
縁え
ん
ぎ起
の
よ
い

日ひ
、
の
こ
と
。
し
か
し
、

こ
の
言こ
と
ば葉
は
、「
た
と
え

暦こ
よ
みが
凶
き
ょ
う
じ
つ
日
（
縁え
ん
ぎ起
の
よ
く

な
い
日ひ
）
で
も
、
や
る
気き

が
起お
き
た
と
き
が
最さ
い
こ
う高
の

ス
タ
ー
ト
日び
（
吉き
ち
じ
つ日
）
に

な
る
！
」
と
い
う
柔
じ
ゅ
う
な
ん
軟
さ

を
示し
め
し
て
い
ま
す
。「
来
ら
い
ね
ん年

は
、
日に
ほ
ん本
旅り
ょ
こ
う
行
だ
！ 

思お
もい

立た
っ
た
が
吉き
ち
じ
つ日、
さ
っ
そ

く
日に
っ
て
い程
を
決き
め
て
、
お
金か
ね

を
貯た
め
よ
う
！
」
な
ど
と

使つ
か
っ
て
、
動う
ご
き
出だ
せ
ば
ひ

ら
め
き
が
現げ
ん
じ
つ
て
き

実
的
に
計
け
い
か
く画

に
変か
わ
り
ま
す
。

　

北
米
最
大
の
日
本
映
画
祭
第

19
回
「
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
」

が
7
月
8
日
（
水
）
か
ら
18
日

（
土
）
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た

り
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）

で
開
催
さ
れ
る
。
今
年
は
キ
ヤ

ノ
ン
（Canon

）
が
初
の
冠
ス

ポ
ン
サ
ー
を
務
め
、
30
作
品
以

上
の
最
新
の
日
本
映
画（
長
編
・

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
ア
ニ
メ
・
ド

バ
イ
バ
ル
上
映
も
予
定
。
是
枝

監
督
は
最
終
日
18
日
（
土
）
に

登
壇
す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
ピ
ー
ス
作
品

『
遠
い
山
な
み
の
光
（A Pale 

View of Hills

）』
は
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
作
家
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ

ロ
の
デ
ビ
ュ
ー
小
説
を
石
川
慶

監
督
が
映
画
化
し
、
広
瀬
す
ず

さ
ん
が
主
演
を
務
め
た
話
題
作

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ
レ
ミ
ア

上
映
。
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
作
品
の

『
箱
の
中
の
羊
（Sheep in the 

Box

）』
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映

画
祭
の
公
式
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

も
選
ば
れ
た
、
是
枝
裕
和
監
督

の
最
新
作
が
北
米
プ
レ
ミ
ア
上

映
さ
れ
る
。
主
演
は
綾
瀬
は
る

か
さ
ん
。
入
場
料
は
作
品
に
よ

っ
て
異
な
る
。
詳
細
は
公
式
サ

イ
トhttps://japansociety.

org/fi lm/japancuts
を
参
照
。

　
　
　
　
　

◇

【
上
映
作
品
は
次
の
通
り
】

▽
７
月
８
日
（
水
）
午
後
６
時

『TOKYO

タ
ク
シ
ー
』Tokyo 

Taxi

▽
９
日（
木
）『
猫
を
放
つ
』

Leave the Cat Alone

▽
９
日

（
木
）
午
後
８
時
30
分
『
白
の

花
実
』W

hite Flowers and 

北
米
最
大
の
日
本
映
画
祭

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
ツ
開
幕
へ

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
7
月
8
日
か
ら

Fruits

▽
10
日
（
金
）
午
後

６
時
『cocoon

〜
あ
る
夏
の

少
女
た
ち
よ
り
〜
』Cocoon

▽
10
日
（
金
）
午
後
７
時
30

分
『
ホ
ウ
セ
ン
カ
』The Last 

Blossom

▽
10
日
（
金
）
午
後

９
時
30
分
『REX 

恐
竜
物
語
』

Rex

▽
11
日
（
土
）
正
午
12
時

『BRAND NEW
 LOVE

』

▽

11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分

『
災 

劇
場
版
』SAI: Disaster

▽
11
日
（
土
）
午
後
5
時
30

分
『
シ
ャ
ッ
フ
ル
』『
指
圧
王

者
』Shuffl  e & The Master 

of Shiatsu

▽
11
日
（
土
）
午

後
7
時
『
ジ
ャ
ン
ク 

ワ
ー
ル

ド
』JUNK W

ORLD

▽
11
日

（
土
）
午
後
9
時
30
分
『THE 

オ
リ
バ
ー
な
犬
、(Gosh!!) 

こ

の
ヤ
ロ
ウ MOVIE

』Gosh!!　

・
12
日（
日
）午
後
２
時
30
分『
リ

ラ
イ
ト
』Rewrite

▽
12
日

（
日
）
午
後
5
時
30
分
『
佐
藤

さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
』Sato and 

Sato

▽
12
日
（
日
）
午
後
8

時
『
海
街diary

』Our Little 
Sister

▽
13
日
（
月
）
午
後

6
時
『
遠
い
山
な
み
の
光
』A 

Pale View of Hills　
広
瀬
す

ず
さ
ん
の
登
壇
・
質
疑
応
答
・

授
賞
式
あ
り
。
▽
14
日
（
火
）

午
後
6
時　

New Directions 
in Japanese Cinema　

４
つ

の
新
作
短
編
作
品
。『
う
ね
う

ね
と
ま
っ
す
ぐ
』『
36
万
リ
ッ

ト
ル
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
』『
巡

り
巡
る
果
て
』『
繰
り
返
す
女
』

▽
14
日
（
火
）
午
後
9
時　

『
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ボ
ー
イ
』『
空

回
り
す
る
直
美
』
▽
15
日

（
水
）
午
後
6
時
『Diamond 

Diplomacy

』
▽
15
日
（
水
）

午
後
9
時
『W

の
悲
劇
』W

's 
Tragedy

▽
16
日
（
木
）
午

後
6
時
『
魂
の
き
せ
き
』In 

their Traces

▽
16
日
（
木
）

午
後
午
後
9
時
『
ナ
イ
ト
フ

ラ
ワ
ー
』Night Flower

▽

17
日
（
金
）
午
後
6
時
『
炎

上
』Burn

▽
17
日
（
金
）
午

後
8
時
30
分　
『TIGER

』
▽

18
日
（
土
）
正
午
12
時
『
し

び
れ
』Numb

▽
18
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分　
『
代
々
木

ジ
ョ
ニ
ー
の
憂
鬱
な
放
課

後
』Yoyogi Johnny

▽

18

日
（
土
）
午
後
5
時
『
爆
弾
』

SUZUKI=BAKUDAN

▽
19
日

（
日
）午
後
8
時『
箱
の
中
の
羊
』

Sheep in the Box　
是
枝
監

督
の
登
壇
・
質
疑
応
答
あ
り
。

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
等
）を
上
映
。

　

映
画
界
へ
の
優
れ
た
貢
献
を

称
え
る
今
年
の
「
カ
ッ
ト
・
ア

バ
ウ
ブ
賞
」
は
、
女
優
の
広
瀬

す
ず
さ
ん
に
授
与
さ
れ
る
。
7

月
13
日
（
月
）
の
セ
ン
タ
ー
ピ

ー
ス
上
映
会
に
は
本
人
が
登
壇

し
、
質
疑
応
答
や
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
彼
女
の

出
世
作
で
あ
る
是
枝
裕
和
監
督

の
『
海
街
ダ
イ
ア
リ
ー
』
の
リ

「箱の中の羊」SHEEP IN THE BOX Courtesy of NEON

https://www.japansociety.org
https://japansociety.org/film/japancuts
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
を
快
適

に
過
ご
す
な
ら
、
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
へ
の
小
旅
行
が
最
適

だ
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

（
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
を
使
え
ば
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ペ
ン
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
海
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
ま

で
2
〜
3
時
間
圏
内
で
ア
ク
セ

ス
で
き
る
。

　

最
も
手
軽
な
の
が
ジ
ョ
ー
ン

ズ
ビ
ー
チ
。
ペ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
方
面

（Freeport

経
由
）
ま
で
約
1

時
間
、
そ
の
後
バ
ス
で
約
20
〜

30
分
。
往
復
運
賃
は
約
20
〜
30

ド
ル
前
後
で
、
日
帰
り
海
水
浴

が
可
能
だ
。
広
大
な
砂
浜
と
遊

歩
道
、
夏
季
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

魅
力
で
、
家
族
連
れ
に
も
人
気

が
高
い
。

　

さ
ら
に
足
を
延
ば
す
な
ら
モ

ン
ト
ー
ク
。
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
で
約
3

時
間
か
ら
３
時
間
半
、
終
点
に

近
い
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
最
東

端
の
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
。
モ
ン
ト

ー
ク
灯
台
か
ら
は
大
西
洋
の
大

パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
週
末
旅

行
気
分
を
味
わ
え
る
。
往
復
運

賃
は
約
40
〜
60
ド
ル
程
度
。

　

ワ
イ
ン
好
き
に
は
ノ
ー
ス
フ

ォ
ー
ク
が
お
す
す
め
。
リ
バ
ー

ヘ
ッ
ド
や
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
方

面
ま
で
約
2
〜
２
・
５
時
間
。

往
復
約
40
ド
ル
前
後
で
ア
ク
セ

ス
で
き
、
車
な
し
で
も
ワ
イ
ナ

リ
ー
巡
り
が
可
能
だ
。
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
後
は
「Love Lane 

Kitchen

」
や
地
元
の
オ
イ
ス

タ
ー
・
バ
ー
で
食
事
を
楽
し
め

る
。
終
点
の
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト

は
小
さ
な
港
町
の
散
策
が
魅
力

で
、
カ
フ
ェ
や
シ
ー
フ
ー
ド
レ

ス
ト
ラ
ン
が
並
ぶ
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
が
広
が
る
。「Noah’s

」

な
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元

食
材
の
料
理
が
味
わ
え
る
。

　

都
会
の
喧
騒
か
ら
わ
ず
か
数

時
間
。
鉄
道
一
本
で
行
け
る[

「
夏
の
逃
避
行
」
と
し
て
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
者
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
リ
ゾ
ー
ト
と
い
え
る
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

夏
の
日
帰
り
小
旅
行

Love Lane Kitchen
240 Love Lane

Mattituck, NY 11952
Carolyn@lovelanekitchen.com

631-298-8989
https://www.lovelanekitchen.com/

こ
の
夏
、
Ｎ
Ｙ
で
聴
く
往
年
の
名
曲
続
々

ド
ゥ
ー
ビ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
シ
カ
ゴ
、
ロ
ッ
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

　

Ｎ
Ｙ
州
環
境
保
全
局
（
Ｄ
Ｅ

Ｃ
）
は
先
月
末
、
陸
地
を
歩
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
通
称
フ
ラ
ン
ケ
ン
フ
ィ
ッ
シ

ュ
が
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
初

め
て
発
見
さ
れ
、
鋭
い
歯
を
持

ち
獰
猛
な
た
め
警
戒
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

同
大
型
淡
水
魚
の
正
式
名
称

ノ
ー
ザ
ン
・
ス
ネ
ー
ク
ヘ
ッ
ド

（
和
名
：
カ
ム
ル
チ
ー
）
は
サ

フ
ォ
ー
ク
郡
の
リ
リ
ー
池
で
漁

師
が
捕
獲
し
た
。
同
捕
食
魚
は

ア
ジ
ア
原
産
で
食
用
と
し
て
市

場
に
出
回
っ
て
い
る
が
、
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
捕
獲
さ
れ
る

の
は
初
め
て
で
、
水
族
館
が
投

棄
し
た
か
、
市
場
か
ら
意
図
的

ま
た
は
偶
然
に
放
流
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。
同
種
は
天
敵
を

持
た
ず
、
大
き
な
口
で
生
き
て

い
る
も
の
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
何
で

も
喰
い
漁
る
と
い
う
。
連
邦
で

侵
略
的
外
来
種
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
地
元
の
魚
類
個
体
群
に

危
険
を
及
ぼ
す
た
め
、
同
州
法

で
は
捕
ま
え
た
場
合
は
殺
す
か

同
州
に
速
や
か
に
通
報
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
同
局
は
複
数

生
息
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆

し
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

危険な歩く魚
ロングアイランドで
初めて発見

モ
ン
ト
ー
ク
へ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
は
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
の
季
節
。
今
年
も

１
９
６
０
〜
70
年
代
に
活
躍
し

た
往
年
の
ス
タ
ー
た
ち
が
続
々

と
来
演
し
、
洋
楽
フ
ァ
ン
に
は

見
逃
せ
な
い
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

そ
う
だ
。

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の

海
辺
に
あ
る
野
外
劇
場
、

Northwell at Jones Beach 
Theater

で
は
、
7
月
2
日

に
ド
ゥ
ー
ビ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
と
サ
ン
タ
ナ
が
共
演
す
る

「ONENESS 2026TOUR

」

を

開

催
。「Listen to the 

M
usic

」「W
hat a Fool Believes

」
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を
生
で
楽

し
め
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
67
ド
ル

前
後
か
ら
。

　

続
い
て
7
月
23
日
に
は
、
ブ

ラ
ス
ロ
ッ
ク
の
代
表
格
シ
カ

ゴ
が
ス
テ
ィ
ク
ス
と
共
演
。

「Hard to Say I'm Sorry

（
素

直
に
な
れ
な
く
て
）」「If You 

Leave Me Now

（
愛
あ
る
別

れ
）」
な
ど
、
日
本
で
も
親
し

ま
れ
て
き
た
ヒ
ッ
ト
曲
が
期
待

さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
7
月
31
日
に
は
ロ

ッ
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
が
登

場
。
サ
ポ
ー
ト
ア
ク
ト
に
リ
チ

ャ
ー
ド
・
マ
ー
ク
ス
を
迎
え
、

「Sailing

」「M
aggie M

ay

」

な
ど
半
世
紀
以
上
愛
さ
れ
る
名

曲
を
披
露
す
る
予
定
だ
。
今
回

の
ツ
ア
ー
は
大
規
模
ツ
ア
ー
と

し
て
は
最
後
に
な
る
可
能
性
も

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト

料
金
は
75
ド
ル
か
ら
３
０
０
ド

ル
。

　

ま
た
、
先
月
号
で
報
じ
た
ク

イ
ー
ン
ズ
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル

ズ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
ポ

ー
ル
・
サ
イ
モ
ン
（
７
月
８

日
）
や
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
（
７

月
19
日
、
チ
ケ
ッ
ト
１
１
９
ド

ル
か
ら
）
の
公
演
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊

は
ま
さ
に
往
年
の
ロ
ッ
ク
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
夢
の
よ
う
な
夏
と

な
る
。
青
春
時
代
に
ラ
ジ
オ
や

レ
コ
ー
ド
で
親
し
ん
だ
名
曲

を
、
本
場
ア
メ
リ
カ
の
野
外
会

場
で
直
に
味
わ
え
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
そ
う
だ
。
チ
ケ
ッ

ト
は
チ
ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
で
。

https://www.ticketmaster.
com

音
楽
の
祭
典
が

７
月
目
白
押
し

ドゥービー・ブラザーズ　7月２日
（サンタナと共演）

ロッド・スチュワート　7月 31日

シカゴ　7月２３日

http://www.jwsny.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://artofhaiku.org/
mailto:Carolyn@lovelanekitchen.com
https://www.lovelanekitchen.com/
https://www.ticketmaster.com
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テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
で
お
馴

染
み
の
料
理
愛
好
家
・
平
野
レ

ミ
さ
ん
に
よ
る
『
家
族
の
味
』

は
、
彼
女
の
元
気
で
破
天
荒
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
奥
に
あ
る
、

料
理
と
家
族
へ
の
深
い
愛
情
と

哲
学
が
凝
縮
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ

集
で
あ
る
。
食
べ
る
こ
と
を
通

じ
て
紡
が
れ
る
人
と
人
と
の
温

か
い
繋
が
り
の
本
質
を
、
彼
女

な
ら
で
は
の
飾
ら
な
い
言
葉
で

伝
え
て
い
る
。

　

本
書
の
魅
力
は
、
平
野
家
に

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
ベ

ロ
シ
ッ
プ
（
舌
の
付
き
合
い
）」

と
い
う
独
自
の
料
理
哲
学
に
あ

る
。
レ
ミ
さ
ん
は
「
言
葉
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

で
な
く
、
同
じ
食
卓
を
囲
み
、

同
じ
味
を
共
有
す
る
こ
と
こ
そ

が
家
族
の
絆
を
育
む
最
良
の
方

法
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
「
ベ
ロ
」
は
舌
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
ベ
ロ
の
感

覚
、
つ
ま
り
味
覚
の
こ
と
だ
そ

う
。
キ
ッ
チ
ン
で
の
作
業
を
楽

し
み
、
食
べ
る
人
を
笑
顔
に
す

る
。
そ
の
自
由
で
大
ら
か
な
姿

勢
は
、
日
々
の
家
事
や
料
理
に

追
わ
れ
て
息
苦
し
さ
を
感
じ
て

い
る
現
代
人
の
心
を
優
し
く
解

き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
。

　

エ
ッ
セ
イ
の
随
所
に
は
、

２
０
１
９
年
に
他
界
し
た
最
愛

の
夫
・
和
田
誠
さ
ん
と
の
思
い

出
や
、
彼
が
描
い
た
温
か
み
の

あ
る
挿
し
絵
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。
レ
ミ
さ
ん
の
ご
飯
が

大
好
き
で
、「
お
茶
一
杯
、
ご

は
ん
一
杯
で
も
う
ち
の
は
格

別
」
と
言
っ
て
い
た
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
和
田
さ
ん
。
結
婚

42
年
目
に
し
て
初
め
て
受
け
た

夫
婦
対
談
で
は
、
出
会
っ
て
１

週
間
で
結
婚
し
た
ふ
た
り
の
な

れ
そ
め
や
、
独
自
の
子
育
て
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
家
族
が
豊
か
な

愛
情
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た

様
子
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
和
田

さ
ん
の
存
在
が
レ
ミ
さ
ん
の
自

由
奔
放
な
感
性
を
い
か
に
支

え
、
包
み
込
ん
で
い
た
の
か
が

よ
く
わ
か
る
内
容
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
平
野
家
・
和
田
家
で

何
十
年
も
愛
さ
れ
て
き
た
家
庭

料
理
を
中
心
に
、
手
軽
に
作
れ

る
29
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ど
れ
も

緻
密
な
計
量
を
求
め
る
も
の
で

は
な
く
、
作
る
人
の
楽
し
さ
を

優
先
し
た
料
理
ば
か
り
だ
。
た

と
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
き
ょ
う
の

料
理
』
初
出
演
時
に
披
露
さ
れ

た
伝
説
の
レ
シ
ピ「
牛
ト
マ（
牛

肉
と
ト
マ
ト
の
炒
め
も
の
）」

は
、
フ
ラ
ン
ス
系
ア
メ
リ
カ
人

だ
っ
た
レ
ミ
さ
ん
の
祖
父
の
代

か
ら
１
０
０
年
以
上
受
け
継
が

れ
て
い
る
伝
統
の
味
だ
。
牛
肉

は
熱
湯
に
さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ
、

熟
れ
た
ト
マ
ト
を
手
で
ぐ
ち
ゃ

っ
と
つ
ぶ
し
て
オ
リ
ー
ブ
油
で

炒
め
、
ト
マ
ト
の
形
が
デ
レ
デ

レ
に
な
っ
た
ら
肉
と
合
わ
せ
て

塩
コ
シ
ョ
ウ
し
て
で
き
あ
が
り

と
い
う
も
の
。
和
田
さ
ん
が
考

案
し
た「
５
秒
ビ
シ
ソ
ワ
ー
ズ
」

は
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
と
牛
乳

を
同
量
で
割
り
、
コ
シ
ョ
ウ
や

バ
ジ
ル
を
振
る
だ
け
で
、
ま
る

で
手
間
暇
か
け
た
本
格
的
な
ス

ー
プ
の
味
わ
い
に
な
る
超
ス
ピ

ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
あ
っ
と
い

う
間
に
で
き
る
お
か
ず
や
デ
ザ

ー
ト
の
レ
シ
ピ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
楽
し

く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
巻
末
に
は
、
親
交
の

深
い
阿
川
佐
和
子
さ
ん
や
清
水

ミ
チ
コ
さ
ん
と
「
和
田
さ
ん
を

偲
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
鼎
談

も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
仲
の
良

さ
が
わ
か
る
ワ
イ
ワ
イ
し
た
会

話
な
が
ら
も
、
友
人
た
ち
の
視

点
か
ら
語
ら
れ
る
レ
ミ
さ
ん
の

素
顔
は
、
テ
レ
ビ
で
見
せ
る
姿

以
上
に
魅
力
的
で
優
し
さ
に
満

ち
て
い
る
。

　

効
率
性
や
時
短
が
優
先
さ
れ

が
ち
な
今
、
本
書
で
描
か
れ
る

「
手
作
り
の
味
を
囲
む
時
間
」

の
豊
か
さ
は
、
私
た
ち
が
忘
れ

か
け
て
い
た
大
切
な
も
の
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
高
田
由
起
子
）

 手作りの味で絆育む
平野 レミ・著
 ポプラ社・刊

■最強の寿司ビジネス（ながさき一生、中公新書ラクレ）
なぜ外国人は日本で寿司を食べたがるのか。サーモン寿司
はどうやって誕生したのだろう。寿司のルーツは日本なの
か。そして、寿司職人は２か月で育つのか。魚成長を遂げ
る業界雑学をおさかなコーディネータの著者が解説する。
■夜明け食堂―四季を行く人（いぬじゅん、千夜文庫）静
岡のとある海沿いには、深夜から夜明けまでの間だけ開く
不思議な食堂がある。店主の菜実さんも不思議な人だ。夜
をさまようお客さんそれぞれの悩みを見抜き、ぴったりの
料理を提供する。暗い夜を孤独に過ごす人のために、夜明
け食堂は今日も開店する。心の栄養が摂れる4編とレシピ
を収録した本。■キッチンとマルシェのあいだ（辻仁成、
光文社）在仏20年以上の辻仁成がひもとく、欧州におけ
る食と、食べる情熱にまつわるエッセイ集。料理・旅・パ
リの人間模様を通して「美味しい生き方」とは何か、考え
るきっかけをくれる１冊。■大好きな人、死んでくれてあ
りがとう（まさきとしか、新潮文庫）解散した男性アイド
ルグループの一員、南田蒼太が何者かに殺された。メディ
アは騒ぎ立て、警察は捜査を開始する。事件当夜に南田と
会った同じ職場のパート女性、グループの元メンバーたち
など、誰もが昏い秘密を抱えるなか驚愕のラストが待ち受
ける。■夫妻集（小野寺史宣、講談社文庫）娘が婚約者を
連れてきた。他人の分の寿司も遠慮なく食べるチャラついた若者なのに、な
んと妻には好印象。「あなたは偉そうだった」結婚して30年で初めて妻との
ずれを意識した。転勤、再婚、中年の夢、4組の夫婦が直面する、結婚生活
の危機。連れ添ってきた相手と向き合い、それぞれが出した答えとは。夫婦
が相手に向き合い、乗り越える人生の分岐点を描く。■ゴミ人間―日本中か
ら笑われた夢がある（西野亮廣、角川文庫）夢を語れば笑われて、行動すれ
ば叩かれる。絵本を描き始め、テレビのひな壇を拒否した日から始まった、
苛烈なバッシングの体験から生まれた『えんとつ町のプペル』。映画『えん
とつ町のプペル』の根底に流れる、リアルな出来事と感情を赤裸々に綴った、
挑戦に怯え震える魂を鼓舞する西野亮廣初のエッセイ集。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

日
本
経
済
の
未
来
を
照
ら
す
国
民
食
。
深
夜
か
ら
夜
明
け
ま
で
の
不
思
議
な
食
堂
。
辻

仁
成
の
食
べ
物
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。
元
ア
イ
ド
ル
の
殺
人
事
件
。
夫
婦
が
乗
り
越

え
る
人
生
の
分
岐
点
。
西
野
亮
廣
が
リ
ア
ル
な
出
来
事
と
感
情
を
綴
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

か
つ
て
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
で
活
躍
し
た
米
海
軍
の

航
空
母
艦
「
Ｕ
Ｓ
Ｓ
オ
リ
ス
カ

ニ
ー
」
は
、
25
年
の
任
務
を
終

え
て
退
役
し
ま
す
。
船
を
沈
め

て
も
環
境
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

有
害
な
塗
料
を
削
り
落
と
し
、

燃
料
や
ケ
ー
ブ
ル
を
す
べ
て
取

り
除
い
た
あ
と
、
２
０
０
６
年

に
フ
ロ
リ
ダ
沖
の
海
底
へ
沈
め

ら
れ
ま
し
た
。
海
底
に
到
着
す

る
と
す
ぐ
に
、
小
さ
な
幼
生
や

魚
た
ち
が
集
ま
り
始
め
ま
す
。

か
つ
て
は
兵
器
だ
っ
た
鉄
の
塊

が
、
サ
ン
ゴ
が
育
ち
、
魚
た
ち

が
身
を
隠
す
「
世
界
最
大
の
人

工
魚
礁
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、

豊
か
な
生
態
系
を
支
え
る
存
在

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

引
退
し
た
巨
大
な
航
空
母
艦

が
、
海
の
生
き
物
た
ち
を
育
む

「
人
工
サ
ン
ゴ
礁
（Artifi cial 

Reef

）」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
ま
で
を
描
い
た
、
実
話
に
基

づ
く
物
語
。
巨
大
な
船
が
ゆ
っ

く
り
と
海
に
消
え
て
い
く
様
子

が
、
迫
力
あ
る
イ
ラ
ス
ト
で
描

か
れ
て
い
る
。
環
境
保
護
・
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
向
け
の
児
童
向
け

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
絵
本
。
人

工
サ
ン
ゴ
礁
が
果
た
す
役
割
の

重
要
性
が
わ
か
る
本
。（
高
田
）

巨
大
空
母
の
特
別
な
最
終
任
務

 『Great Carrier Reef』
Written by Jessica Stremer
Published by  Holiday House

https://usa.kinokuniya.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
tel:2122136069
tel:2122136069
http://kkobo.com/
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今
年
の
干
支
で
あ
る
午（
馬
）

と
い
え
ば
、
力
強
い
脚
で
大
地

を
蹴
り
、
胸
を
張
っ
て
か
っ
こ

よ
く
前
進
す
る
姿
が
印
象
的

だ
。そ
の
勇
ま
し
く
進
む
姿
は
、

「
成
功
」「
開
運
」「
進
展
」「
成
長
」

を
あ
ら
わ
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、

前
脚
を
大
き
く
上
げ
て
後
ろ
脚

で
立
ち
上
が
っ
た「
跳
ね
馬（
は

ね
う
ま)

」
は
、
躍
動
感
や
生

命
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
モ
チ
ー

フ
と
し
て
人
気
が
あ
り
、「
飛

躍
」「
出
世
」「
運
気
上
昇
」
な

ど
を
象
徴
す
る
縁
起
物
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
馬
が
戦
い
に

お
い
て
も
「
勝
利
」
を
導
く
と

し
て
多
く
の
国
で
親
し
ま
れ
て

き
て
お
り
、
高
級
車
の
「
ポ
ル

シ
ェ
」「
フ
ェ
ラ
ー
リ
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
と
し
て
跳
ね
馬
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
納
得

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
運
気
を
呼
び
込

む
縁
起
の
良
い
動
物
と
さ
れ
て

世
界
中
の
人
々
に
尊
ば
れ
て
き

た
。
さ
ら
に
は
魔
除
け
を
連
想

さ
せ
る
「
赤
い
木
馬
」『
ダ
ー

ナ
ラ
ホ
ー
ス
』
は
、
約
４
０
０

年
前
に
北
欧
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

地
方
に
て
生
ま
れ
た
。
木
こ
り

た
ち
が
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
と

し
て
木
彫
り
の
馬
を
作
っ
た
の

が
は
じ
ま
り
。
厳
し
い
冬
の
あ

い
だ
森
か
ら
木
を
運
び
出
す
重

要
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
馬

は
、
ダ
ー
ラ
地
方
の
人
々
に
と

っ
て
特
別
な
存
在
だ
っ
た
。
子

ど
も
の
玩
具
と
し
て
定
着
し
て

い
く
な
か
、
ダ
ー
ラ
ホ
ー
ス
は

地
元
で
と
れ
る
塗
料
で
赤
く
彩

色
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら

に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
豊
か
な

自
然
を
象
徴
す
る
「
ク
ル
ビ
ッ

ツ
」
と
い
う
草
花
の
モ
チ
ー
フ

の
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
華
や

か
に
な
り
、
縁
起
の
良
い
贈
り

物
や
お
土
産
と
し
て
人
気
を
得

て
い
っ
た
。
一
方
で
、
勝
利
・

神
聖
・
純
潔
の
象
徴
と
し
て『
白

馬
』
は
、
神
様
や
英
雄
の
乗
り

物
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
国
の
神
話

や
伝
承
に
登
場
す
る
。例
え
ば
、

イ
ン
ド
神
の
乗
り
物
「
ウ
ッ
チ

ャ
イ
ヒ
シ
ュ
ラ
ヴ
ァ
ス
」
や
、

フ
ラ
ン
ス
画
壇
の
巨
匠
ジ
ャ
ッ

ク
＝
ル
イ
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
の
描

い
た
白
馬
に
ま
た
が
り
荒
々
し

い
自
然
の
な
か
軍
を
率
い
る
英

雄
の
代
名
詞
と
な
っ
た
『
サ
ン

＝
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
を
超
え
る
ナ

ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
』
の

絵
画
。
日
本
で
は
、
越
後
の
戦

国
大
名
の
上
杉
謙
信
が
川
中
島

の
戦
い
で
武
田
信
玄
の
本
陣
に

単
騎
で
斬
り
込
ん
だ
際
、
白
馬

に
乗
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
白

雪
姫
を
救
っ
た
王
子
様
し
か

り
、白
馬
に
ま
た
が
る
英
雄
は
、

困
難
な
状
況
を
救
っ
て
く
れ
る

理
想
的
な
人
物
の
代
名
詞
だ
。

ま
た
聖
書
の
「
黙
示
録
」
に
て

勝
利
や
正
義
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
登
場
す
る
。
も
と
も
と
白
色

に
は
清
潔
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

文
化
が
多
い
こ
と
か
ら「
白
馬
」

は
「
純
潔
」
な
イ
メ
ー
ジ
と
強

く
結
び
つ
き
、
国
や
文
化
を
超

え
て
「
縁
起
が
良
く
清
ら
か
な

も
の
の
象
徴
」
と
さ
れ
た
特
別

な
存
在
な
の
だ
。津

延

美

衣

(
つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資

格
者
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・ 

ア
ー

ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
な

ど
知
識
を
元
に
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ

ュ
レ
タ
ー
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ

エ
ー
ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/ 

101

縁
起
物
と
宝
石
「
今
年
の
干
支

『
午
（
馬
）』
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
４
」
21

ペンダント／跳ね馬
（シルバー /ターコイズ）

　

網
永 

真
夏
（
あ
み
な
が 

ま

な
つ
）
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
ダ
ン
サ
ー
で
、
身
長

１
４
７
セ
ン
チ
と
い
う
小
柄
な

体
を
活
か
し
、
し
な
や
か
で
繊

細
か
つ
力
強
い
表
現
を
武
器
に

活
動
し
て
い
る
。
3
歳
か
ら
日

本
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
始

め
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、
ジ

ャ
ズ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を

学
ん
だ
。

　

ベ
ル
リ
ン
国
立
バ
レ
エ
学
校

の
短
期
留
学
に
参
加
し
、
元
同

バ
レ
エ
団
プ
リ
ン
シ
パ
ル
の
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
マ
ラ
ー
ホ
フ
に

師
事
。
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ

団
プ
リ
ン
シ
パ
ル
の
ヤ
ス
ミ

ン
・
ナ
グ
デ
ィ
が
主
催
す
る
サ

マ
ー
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
に
て
奨
学

金
を
受
賞
。
国
際
ダ
ン
ス
カ
ー

ニ
バ
ル
で
2
年
連
続
優
勝
、
日

本
国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル 

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
部
門
第
1

位
を
受
賞
。

　

こ
れ
を
機
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

のPeridance Center

よ
り

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
受
け
来
米
し

た
。
イ
ガ
ー
ル
・
ペ
リ
ー
や
リ

チ
ャ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
シ
ー
ら
に

師
事
し
、
バ
レ
エ
、
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
を

中
心
に
専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
だ
。

　

し
か
し
、
身
長
の
低
さ
は
バ

レ
リ
ー
ナ
と
し
て
プ
リ
マ
ド
ン

ナ
と
し
て
舞
台
に
立
つ
た
め
に

は
大
き
く
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ

り
、
自
分
の
力
で
は
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
現
実
を
海
外

の
ダ
ン
サ
ー
の
横
に
初
め
て
ド

イ
ツ
で
立
っ
た
瞬
間
に
実
感
し

た
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
卒
業
後
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
振
付
、
指
導
な
ど
多
方

面
で
活
躍
し
た
。
ク
ル
ー
ズ

シ
ョ
ー
出
演
や
、92NY

に
て

上
演
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『The Little Mermaid

』
に
出

演
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・

バ
レ
エ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
ゲ
ス

ト
ダ
ン
サ
ー
出
演
な
ど
舞
台
経

験
を
積
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
５
月
15
日
か
ら
９
月

上
旬
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
る
イ

マ
ー
シ
ブ
シ
ア
タ
ー
型
の
オ

フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
作
品

「THE CIRCUIT

」
で
デ
ビ
ュ

ー
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指

し
て
活
動
中
だ
。
イ
マ
ー
シ
ブ

シ
ア
タ
ー
型
と
は
屋
外
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
場
所

を
移
動
し
な
が
ら
、
出
演
者
や

ス
タ
ッ
フ
、
観
客
が
一
緒
に
な

っ
て
作
品
を
楽
し
め
る
移
動
体

験
型
の
上
演
ス
タ
イ
ル
。
現
在

は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ダ
ン
ボ

地
区
の
橋
の
下
の
ア
ー
ケ
ー
ド

な
ど
で
上
演
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。

　

将
来
の
目
標
は
、
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
。

「
夢
で
す
か
？　

そ
う
で
す
ね
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
競
争
率

の
高
い
街
で
小
柄
な
身
体
だ
か

ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
存
在
感
と

表
現
で
、
世
界
に
挑
戦
し
続
け

て
い
く
こ
と
で
す
ね
」
と
ラ
ジ

オ
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ

ー
ル
の
前
で
笑
顔
で
将
来
の
希

望
に
向
け
て
目
を
輝
か
せ
た
。　
　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

小
柄
な
体
型
を
武
器
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

   ダンサー

網永 真夏さん 

https://mijikan.blogspot.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.ojfd.com
tel:2122136069
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.easeny.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
小

学
5
年
生
が
5
月
20
日
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
メ

リ
カ
社 

を
訪
問
し
た
。
ス
タ

ジ
オ
見
学
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ス

タ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
を
体
験

し
、
児
童
た
ち
は
大
興
奮
。
本

物
の
現
場
な
ら
で
は
の
緊
張
感

と
楽
し
さ
を
体
感
し
た
。

　

事
前
授
業
で
は
「
ニ
ュ
ー
ス

が
で
き
る
ま
で
」
の
流
れ
を
学

習
し
、
編
集
会
議
か
ら
取
材
、

原
稿
完
成
ま
で
の
過
程
を
自
分

た
ち
で
調
べ
た
う
え
で
見
学
に

臨
ん
だ
。
児
童
全
員
が
キ
ャ
ス

タ
ー
体
験
を
し
た
ほ
か
、
中
継

映
像
へ
の
字
幕
の
入
れ
方
な

ど
、
よ
り
実
践
的
な
技
術
も
学

ん
だ
。

　

参
加
し
た
5
年
生
は 

「
キ
ャ

ス
タ
ー
体
験
を
通
し
て
、
原
稿

が
画
面
の
前
に
表
示
さ
れ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
普
段
ど
う

や
っ
て
言
葉
を
覚
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

キ
ャ
ス
タ
ー
が
ず
っ
と
前
を
向

い
て
話
せ
る
の
に
は
こ
の
よ
う

な
仕
組
み
が
あ
っ
た
の
か
と
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
た
。

　

見
学
後
、
児
童
た
ち
は
学
校

に
戻
り
、
自
己
紹
介
動
画
の
制

作
に
取
り
組
ん
だ
。
今
回
の
校

外
学
習
は
、
教
室
で
の
学
び
を

実
際
の
制
作
へ
と
つ
な
げ
る
貴

重
な
体
験
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
イ
ン
タ
ー
の
5
年
生

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
見
学

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
５
・

６
年
生
は
6
月
３
日
か
ら
５
日

ま
で
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
宿
泊
学
習
を
実
施
し

た
。「
自
然
と
共
に
学
び
、
共

に
楽
し
む
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

子
供
た
ち
は
豊
か
な
自
然
の
中

で
仲
間
と
生
活
を
共
に
し
な
が

ら
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や

カ
ヌ
ー
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
し
た
。
夜
に
は
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
み
、
ス
モ

ア
作
り
を
楽
し
ん
だ
。
満
天
の

星
空
の
下
で
過
ご
し
た
時
間

は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
む
中
で
、
ル
ー
ル
や
決

ま
り
を
一
人
一
人
が
守
る
こ
と

で
み
ん
な
が
気
持
ち
良
く
過
ご

せ
る
こ
と
や
、
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
る
こ
と
で
言
葉
遣

い
や
行
動
が
変
わ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い

こ
と
に
目
を
向
け
、
知
ろ
う
と

す
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
が
生

ま
れ
る
こ
と
や
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
で
互
い
の
思
い
や
考
え
を
分

か
り
合
え
る
こ
と
な
ど
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

大
自
然
の
中
で
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
5
、
6
年
生

フロストバレーYMCAで
3日間の宿泊学習

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
・
小

堤
紀
子
校
長
）
は
、
教
員
の
指

導
力
向
上
を
目
的
と
し
た
校
内

研
修
会
を
開
催
し
た
。
同
校
で

は
毎
年
、
文
部
科
学
省
派
遣
の

管
理
職
に
よ
る
教
員
研
修
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
前
期
の

研
修
テ
ー
マ
は
「
基
本
的
な
授

業
の
流
れ
」
で
あ
っ
た
。

　

当
日
は
30
人
を
超
え
る
教
職

員
が
参
加
。
冒
頭
で
小
堤
校
長

が
「
授
業
で
は
、
ど
ん
な
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
」
と

い
う
問
い
か
け
が
あ
り
、
教
員

た
ち
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
日
頃
の

授
業
実
践
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学

ぶ
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
活
発

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
講

演
で
は
「
教
師
が
一
方
的
に
説

明
す
る
だ
け
の
授
業
で
は
な

く
、
児
童
生
徒
と
の
対
話
や
発

問
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
、
気

づ
き
を
得
ら
れ
る
場
面
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
語
ら

れ
、
教
員
た
ち
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

　

研
修
後
に
は
「
教
材
研
究
だ

け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
発
問

を
行
う
か
を
十
分
に
考
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
」

「
自
分
の
授
業
を
見
直
す
良
い

機
会
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
翌
週
の
授

業
で
は
、
研
修
で
学
ん
だ
内
容

を
早
速
取
り
入
れ
る
教
員
の
姿

も
見
ら
れ
、
教
職
員
の
向
上
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

同
校
は
６
月
か
ら
、
管
理
職

や
同
僚
教
員
が
授
業
を
参
観
し

合
う
授
業
研
究
も
始
ま
る
予
定

で
あ
る
。
新
任
教
員
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
教
員
ま
で
、
互
い
に
学
び

合
い
な
が
ら
授
業
改
善
に
取
り

組
む
姿
勢
は
、
同
校
の
教
育
活

動
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

教
員
の
研
修
会
実
施

「
自
然
と
共
に
学
び
、
共

に
楽
し
む
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
３
日
間
仲
間
と

過
ご
す
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学

校
の
児
童
た
ち

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
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帰
国
生
受
験
の
相
談
を
受
け

て
い
る
と
「
英
語
が
得
意
な
の

で
帰
国
生
入
試
な
ら
大
丈
夫
で

す
よ
ね
」
と
い
う
声
を
耳
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。確
か
に
、

海
外
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
英
語
力
は
大

き
な
強
み
で
す
。
実
際
に
、
英

語
を
活
用
で
き
る
入
試
制
度
を

設
け
て
い
る
学
校
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
英
語
力
が
高
い
生

徒
ほ
ど
多
く
の
選
択
肢
を
持
て

る
一
方
で
、
そ
の
選
択
肢
を
合

格
に
つ
な
げ
て
い
る
生
徒
た
ち

は
、
英
語
以
外
の
力
も
着
実
に

積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
多
く
の

学
校
が
見
て
い
る
の
は
「
英
語

が
で
き
る
か
」だ
け
で
は
な
く
、

入
学
後
に
活
躍
で
き
る
生
徒
か

ど
う
か
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
中
学
受
験
で
は

英
語
を
評
価
す
る
入
試
方
式
で

あ
っ
て
も
、
算
数
や
国
語
を
課

す
学
校
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
高
校
受
験
に
な
る
と
そ
の

「
英
語
入
試
は
万
能
で
は
な
い

̶
̶

「
英
語
が
で
き
る
」
だ
け

で
は
合
格
し
な
い
理
由
」

18

傾
向
は
さ
ら
に
強
く
な
り
、
英

語
力
に
加
え
て
、
数
学
や
国
語

の
力
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
増

え
て
き
ま
す
。
ま
た
「
英
語
が

で
き
る
」
と
い
っ
て
も
、
日
常

会
話
や
現
地
校
で
培
っ
た
英
語

力
だ
け
で
十
分
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
学
校
に
よ
っ
て
は
、
語
彙

や
文
法
、
長
文
読
解
な
ど
、
日

本
の
受
験
英
語
に
対
応
す
る
力

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

実
際
、
英
語
力
と
い
う
大
き

な
強
み
を
持
ち
な
が
ら
も
、
思

う
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
ら
な

い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
の
多
く

は
、
算
数
や
数
学
、
日
本
語
の

読
解
力
に
課
題
を
抱
え
て
い
る

ケ
ー
ス
で
す
。
逆
に
、
英
語
力

が
突
出
し
て
い
な
く
て
も
、
他

教
科
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
生
徒
が
合
格
を
勝
ち
取
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
面
接
や
作
文
が
課
さ

れ
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
は
英
語
力
そ
の
も
の
で
は
な

英
語
を
磨
く
こ
と
と
同
じ
く
ら

い
、「
英
語
以
外
」
を
意
識
す

る
こ
と
。
そ
れ
が
、
帰
国
生
入

試
で
成
功
す
る
た
め
の
大
切
な

視
点
な
の
で
す
。◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
児
童
対
象

の
日
本
語
バ
レ
エ
教
室
を
開
講

し
て
い
る
「
こ
ど
も
バ
レ
エ
」

（
松
原
友
紀
子
主
宰
）
は
６
月

７
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ

に
あ
る
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
リ
サ
ー
チ

で
第
13
回
発
表
会
を
開
催
し

た
。
今
回
は
生
徒
が
演
出
な
ど

も
手
掛
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

「
白
雪
姫
」
を
披
露
し
、
３
歳

か
ら
12
歳
ま
で
計
10
人
の
ダ
ン

サ
ー
が
出
演
し
た
。

　

白
雪
姫
役
の
小
川
紅
さ
ん

（
９
歳
）
や
女
王
役
の
中
村
文

さ
ん
（
12
歳
）
ら
主
要
な
役
を

演
じ
た
生
徒
は
、
口
を
揃
え
て

「
み
ん
な
で
踊
れ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
楽
し
か
っ
た
」
と
語
っ

た
。
発
表
会
を
見
守
っ
た
生
徒

た
ち
の
保
護
者
も
、
子
ど
も
た

ち
の
頑
張
り
に
温
か
い
拍
手
を

送
っ
て
い
た
。
発
表
会
の
最
後

に
は
、
同
教
室
恒
例
の
フ
リ
ー

ズ
ダ
ン
ス
で
幕
を
閉
じ
、
子
ど

も
も
大
人
も
音
楽
を
聞
き
な
が

ら
楽
し
く
体
を
動
か
し
た
。

　

発
表
会
の
あ
と
同
教
室
は

夏
休
み
に
入
り
、
９
月
か
ら

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、
新
規
生
徒
も
募
集
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

kodomoballet.com
参
照
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
「
こ
ど
も
バ
レ
エ
」

発
表
会
で
オ
リ
ジ
ナ
ル「
白
雪
姫
」を
披
露

く「
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
力
」

や
「
海
外
経
験
か
ら
何
を
学
ん

だ
か
」
が
見
ら
れ
ま
す
。
単
に

英
語
を
話
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
経
験
を
ど
う
自
分
の

成
長
に
つ
な
げ
て
い
る
か
が
評

価
さ
れ
る
の
で
す
。

　

帰
国
生
入
試
は
、
英
語
力
を

評
価
す
る
制
度
で
あ
る
と
同
時

に
、
海
外
で
の
経
験
を
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
き
た
か
を
見
る

制
度
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
受
験
準
備
で
は
英
語
だ

け
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な

く
、
算
数
・
数
学
や
国
語
、
学

校
に
よ
っ
て
は
理
科
や
社
会
、

そ
し
て「
日
本
語
で
考
え
る
力
」

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

英
語
は
、
帰
国
生
に
と
っ
て

間
違
い
な
く
大
き
な
武
器
で

す
。
た
だ
し
、
そ
の
武
器
を
最

大
限
に
生
か
す
た
め
に
は
、
他

教
科
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
日
本

語
で
学
ぶ
力
を
同
時
に
育
て
て

い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
）
は
16
日
、
卒

園
式
を
行
っ
た
。
青
い
帽
子
と

ガ
ウ
ン
を
身
に
ま
と
い
、
凛
と

し
た
表
情
で
並
ぶ
卒
園
児
た

ち
。
そ
の
姿
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
成
長
と
自

信
が
感
じ
さ
せ
る
。

　

証
書
授
与
で
は
、
園
長
先
生

か
ら
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、

子
ど
も
達
は
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
し
っ
か
り
と
返

事
を
し
、
一
人
ひ
と
り
堂
々
と

卒
園
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
そ

の
立
派
な
姿
に
、
会
場
は
温
か

な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
ま
た
、

参
列
し
て
い
た
在
園
児
た
ち
が

前
の
め
り
に
な
っ
て
卒
園
児
の

様
子
を
見
つ
め
て
い
た
姿
も
印

象
的
で
、
憧
れ
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

式
の
中
で
は
、
幼
稚
園
で
の

思
い
出
を
発
表
す
る
場
面
も
あ

っ
た
。「
お
も
ち
つ
き
の
き
ね

が
お
も
く
な
か
っ
た
で
す
。
お

も
ち
は
あ
ん
こ
が
お
い
し
か
っ

た
で
す
」
な
ど
、
日
本
や
ア
メ

リ
カ
な
ら
で
は
の
行
事
や
、
友

達
と
過
ご
し
た
楽
し
い
日
々
に

つ
い
て
、
自
分
の
言
葉
で
一
生

懸
命
伝
え
る
子
ど
も
達
。
子
ど

も
達
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
成

長
の
軌
跡
を
思
い
返
し
、
胸
を

熱
く
し
て
い
る
様
子
。

　

最
後
は
大
き
な
拍
手
に
見
送

ら
れ
な
が
ら
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
卒
園
児
た
ち
。
幼

稚
園
で
培
っ
た
経
験
や
思
い
出

を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向

か
っ
て
羽
ば
た
い
て
い
く
。
教

師
は
「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達

の
未
来
が
希
望
に
満
ち
た
も
の

と
な
る
よ
う
、
園
と
し
て
温
か

く
見
守
り
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

希望を胸に卒園式
こどものくに幼稚園

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
朽
木
史
昌 

文
部
科
学
省
派
遣

校
長
）
で
14
日
、
毎
年
恒
例
の

古
本
市
が
開
催
さ
れ
た
。

　

児
童
・
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
に
も
人
気
の
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
各
家
庭
か
ら
寄
付

さ
れ
た
古
本
を
販
売
し
、
集
ま

っ
た
収
益
は
す
べ
て
学
校
に
寄

付
さ
れ
、
学
校
運
営
に
役
立
て

ら
れ
て
い
る
。
今
年
も
段
ボ
ー

ル
お
よ
そ
50
箱
分
の
本
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
、
活
気
あ
る
催

し
と
な
っ
た
。

　

古
本
の
回
収
、
管
理
、
仕
分

け
、
そ
し
て
当
日
の
搬
入
・
設

営
ま
で
を
担
っ
た
の
は
保
護
者

た
ち
。
当
日
は
朝
早
く
か
ら
会

場
に
集
ま
り
、
子
供
向
け
の
絵

本
、
児
童
書
、
小
説
な
ど
を
作

者
名
や
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
丁
寧

に
並
べ
て
準
備
を
整
え
た
。

　

古
本
市
が
始
ま
る
と
、
担
任

に
引
率
さ
れ
た
生
徒
た
ち
が

次
々
と
訪
れ
、
会
場
内
は
熱
気

に
包
ま
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
、

ま
る
で
宝
探
し
を
す
る
か
の
よ

う
に
夢
中
で
本
を
探
し
、
気
に

な
る
一
冊
を
手
に
取
っ
て
は
ペ

ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
じ
っ
く

り
と
選
ん
で
い
た
。
ま
た
、
幼

稚
園
部
の
子
ど
も
た
ち
は
保
護

者
と
と
も
に
来
場
し
、
親
子
で

本
を
選
ぶ
姿
も
見
ら
れ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校　

古
本
市
で
本
と
の
出
会
い
を
楽
し
む

http://www.kodomony.org
https://miray109.com/
tel:2014616502
https://jp.kennedyinternational.org/
mailto:summerschool@nyikuei.org
https://www.kodomoballet.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
に
て
発

表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ

る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

N
Y
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
４

岩
原　

永
茉

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６

伊
と
う　

り
ん

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
一
般

中
山　

明
毅

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
校
小
６

塚
本　

里
彩

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２木

下　

愛
菜

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
１三

原　

理
恵

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

３．米国大学の種類と
選び方（４）

　

先
月
は
、
米
国
大
学
の
受
験

形
態
に
お
い
て
、
日
本
で
い

う
「
推
薦
受
験
」 
と
似
た
よ
う

な“Early Decision” 
や”Early 

Action”

を
設
け
て
い
る
大
学

の
お
話
で
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
11
月
頃
が
締
め
切
り

で
、
合
格
率
が
高
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。“Early 

Decision”

は”binding”

と
呼

ば
れ
る
「
合
格
し
た
ら
必
ず

そ
の
大
学
に
通
う
」
と
い
う

制
限
が
あ
り
、
一
方”Early 

Action” 

は
、
合
格
し
て
も
必

ず
そ
の
大
学
に
行
く
必
要
は
な

い
と
い
う“non-binding”

と

な
り
ま
す
。
今
回
は
進
学
時
に

大
き
な
問
題
と
な
る
授
業
料
、

ま
た
申
請
可
能
な
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
（
奨
学
金
）
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

米
国
大
学
の
授
業
料
と
ス
カ
ラ

ー
シ
ッ
プ

　

ア
メ
リ
カ
の
州
立
大
学
で

は
、
州
外
か
ら
の
受
験
生
や
留

学
生
の
場
合
、
州
内
生
よ
り
授

業
料
は
３
倍
ほ
ど
も
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
私
立
大
学
も
日
本

で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
授
業

料
は
高
額
で
す
。
こ
れ
ら
高
額

授
業
料
は
年
間
４
万
ド
ル
か
ら

７
万
ド
ル
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
寮
や
食
事
プ
ラ
ン
な

ど
も
入
れ
る
と
、
年
間
10
万
ド

ル
近
く
か
か
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
有
名
な
ト
ッ
プ
校
な
ど

は
、
そ
れ
以
上
の
授
業
料
と
も

な
り
、
こ
れ
が
４
年
間
続
く
の

で
、
長
期
的
な
し
っ
か
り
し
た

予
算
計
画
と
準
備
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

一
方
、
米
大
学
の
ス
カ
ラ
ー

シ
ッ
プ
は
、
完
全
な
給
付
型
で

す
の
で
返
済
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は
返
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
授
業
料

は
、
そ
も
そ
も
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ

プ
と
呼
び
ま
せ
ん
。
返
済
が
必

要
な
も
の
は
、
授
業
料
を
政
府

か
ら
借
り
る
「
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
ロ

ー
ン
」
と
い
う
形
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
米
国
市
民
ま
た
は

永
住
権
保
持
者
の
み
が
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
に
話
を
戻

し
ま
す
と
、
そ
の
種
類
は
様
々

で
す
。
大
き
く
分
け
る
と
、
ま

　

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
の
金
額
は

大
学
に
よ
っ
て
違
い
、
例
え
ば

授
業
料
全
額
を
出
す
と
い
う
所

は
か
な
り
珍
し
い
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
は

現
金
で
は
な
く
、
単
位
数
＝
金

額
で
換
算
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
年
間
６
〜
10
単
位
ほ
ど
し

か
貰
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
１
ク
ラ
ス
は
通
常
３
単
位

で
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
学
生
は
学

期
ご
と
に
12
単
位
以
上
（
４
ク

ラ
ス
以
上
）
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
結
局
は
そ
の
う
ち
の

２
、３
ク
ラ
ス
が
無
料
に
な
る

だ
け
で
、
後
期
は
全
て
自
払
い

と
な
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ベ

ー
ス
」
で
、
こ
れ
は
例
え
ば
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ

ス
ケ
で
有
能
な
ア
ス
リ
ー
ト
に

強
豪
校
か
ら
「
フ
ル
ス
カ
ラ
ー

シ
ッ
プ
を
授
与
す
る
か
ら
う
ち

の
大
学
に
来
な
い
か
？
」
と
い

っ
た
オ
フ
ァ
ー
が
来
る
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ス
ポ
ー

ツ
で
活
躍
す
る
こ
と
、
ま
た
一

定
の
成
績
を
保
つ
こ
と
も
条
件

と
な
り
ま
す
。

Early Action

の
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ

　

さ
て
、
今
回
最
初
に
言
及
し

た”Early Action”

の
大
き
な

利
点
と
し
て
、
多
く
の
場
合
ス

カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
貰
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の”Early Action”

は
合
格

し
て
も
12
年
生
の
春
頃
ま
で
に

意
思
決
定
を
伝
え
れ
ば
良
い
の

で
、
い
く
つ
か
希
望
の
大
学

を”Early Action”

で
受
験
し
、

合
格
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の

特
徴
や
環
境
を
吟
味
し
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
金
額
も
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
最
終
的

に
入
学
す
る
大
学
を
決
定
す
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

ず
成
績
が
審
査
対
象
と
な
る

「
メ
リ
ッ
ト
・
ベ
ー
ス
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
高

校
時
代
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
や
大
学
に
入

っ
て
か
ら
前
年
度
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
が

い
く
ら
以
上
、
ま
た
Ｃ
を
取
る

と
自
動
的
に
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ

を
失
う
と
い
っ
た
も
の
な
ど
、

大
学
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー

ル
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
と
は

全
く
対
照
的
に
、「
ニ
ー
ド
・

ベ
ー
ス
」
と
い
っ
た
、
低
収
入

の
家
庭
が
対
象
の
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
近
年
非
常
に
多

い
の
が
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
・
ベ
ー
ス
」
の
よ
う
に
、
例

え
ば
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
に
ア
ジ
ア
系
が
入
る

の
か
ど
う
か
は
論
争
の
的
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ア
ジ

ア
系
は
米
国
で
は
勤
勉
で
成
績

も
よ
く
、
成
功
し
て
い
る
家
庭

が
多
い
と
見
な
さ
れ
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
白
人
家
庭
と
同
じ

よ
う
な
分
類
を
さ
れ
が
ち
だ
か

ら
で
す
。
し
か
し
大
学
に
よ
っ

て
は
ア
ジ
ア
系
を
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
と
分
類
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

米
司
法
省
は
９
日
、
Ｎ
Ｙ
市

立
大
学
の
白
人
以
外
の
学
生
、

特
に
黒
人
男
性
の
入
学
を
人
種

に
基
づ
い
た
選
考
で
促
す
ブ
ラ

ッ
ク
・
メ
ー
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
を
徹
底
調
査
す

る
と
発
表
し
た
。

　

同
大
学
は
、
人
種
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
男
子
学
生
の
進
学
、

保
持
、
成
績
、
卒
業
率
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
26
機
関
の

う
ち
の
22
機
関
で
21
年
前
に
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
。
当

時
の
オ
バ
マ
大
統
領
は
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
連
邦
法
と
合
致
す
る

と
承
認
し
た
。
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
し
「
高
等
教
育
で
著
し

く
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
グ
ル

ー
プ
の
学
生
の
教
育
の
成
功
と

包
括
を
支
援
す
る
」
と
解
説
し

て
い
る
。
一
方
、
保
守
派
の
非

営
利
団
体
イ
コ
ー
ル
・
プ
ロ
テ

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｅ

Ｐ
Ｐ
）
は
今
月
初
頭
、
女
性
や

白
人
男
性
の
学
生
に
対
す
る
差

別
で
あ
り
連
邦
公
民
権
法
に
反

す
る
と
し
て
告
訴
し
た
。
ハ
ル

ミ
ー
ト
・
Ｋ
・
デ
ィ
ロ
ン
司
法

次
官
補
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調

査
介
入
の
理
由
に
つ
い
て
声
明

で
「
教
育
資
源
や
機
会
の
割
り

振
り
の
過
程
で
、
人
種
は
決
し

て
機
能
し
な
い
。
司
法
省
は
人

種
で
特
定
の
学
生
を
優
遇
す
る

大
学
を
許
容
し
な
い
」
と
声
明

で
伝
え
て
い
る
。

マイノリティ男子学生優遇のプログラム
司法省がＮＹ市立大（CUNY）を捜査

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！
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随時更新しています！

www.919usa.com
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Education    
$55K-$62K NY (#16937)
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------------------------------------
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------------------------------------
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------------------------------------
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------------------------------------
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------------------------------------

------------------------------------
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Education   
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------------------------------------
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Education    
$70K NJ (#16764)
------------------------------------
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「
た
い
せ
つ
な
人
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　
　
　
　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
と
う  

は
ね

（15）　　 ［作文のページ］ 2026年（令和 8年）6月 20日（土 )

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

わ
た
し
の
た
い
せ
つ
な
人

は
し
ん
ゆ
う
の
パ
ー
カ
ー
で

す
。

　

た
い
せ
つ
と
は
、
な
く
し

た
く
な
い
も
の
の
こ
と
だ
と

お
も
い
ま
す
。

　

パ
ー
カ
ー
は
、
わ
た
し
が

三
さ
い
の
と
き
に
し
り
あ
っ

た
と
も
だ
ち
で
す
。
で
も
、

い
え
が
と
お
く
な
っ
て
、
あ

ま
り
あ
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
パ
ー
カ
ー
を
た

い
せ
つ
だ
と
お
も
う
り
ゆ
う

は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
い
っ

し
ょ
に
い
る
と
た
の
し
い
か

ら
で
す
。
あ
え
な
い
と
さ
み

し
い
か
ら
で
す
。
い
っ
し
ょ

に
い
る
と
、
あ
ん
し
ん
す
る

か
ら
で
す
。

　

お
て
が
み
を
か
い
た
り
、

た
の
し
か
っ
た
お
も
い
で
を

わ
す
れ
ず
に
、
ま
た
あ
え
る

ひ
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

      　
（
米
国
生
ま
れ
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　
新
学
期
の
最
初
の
日
、
高

校
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間

何
も
か
も
が
広
大
で
、
僕
は

そ
の
大
き
さ
に
た
だ
た
だ
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
廊
下
は
ど

こ
ま
で
も
続
き
、
天
井
は
高

く
そ
び
え
、
至
る
所
に
生
徒

が
い
ま
し
た
。
八
年
間
通
っ

て
い
た
前
の
学
校
と
比
べ
る

と
、
こ
の
場
所
は
と
て
つ
も

な
く
大
き
く
、
圧
倒
さ
れ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
前
の
学
校

は
小
さ
く
て
馴
染
み
の
あ
る

親
近
感
の
持
て
る
場
所
で
し

た
。
同
学
年
の
皆
を
知
っ
て

い
て
、
そ
の
多
く
は
幼
い
頃

か
ら
の
友
達
で
し
た
。
一
緒

に
育
っ
た
友
達
た
ち
に
囲
ま

れ
、
家
族
の
よ
う
な
安
心
感

が
あ
る
世
界
で
し
た
。

　
し
か
し
、
何
千
人
も
の
見

知
ら
ぬ
顔
に
囲
ま
れ
た
新
し

い
環
境
に
放
り
込
ま
れ
る
と
、

途
方
に
暮
れ
、
不
安
に
な
り

ま
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

を
握
り
し
め
、「
こ
れ
か
ら
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
」

「
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
だ
ろ

う
」
と
頭
の
中
は
次
々
と
疑

問
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。「
友
達
は
で
き
る
だ
ろ
う

か
？
」「
迷
子
に
な
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
？
」「
先
生
た
ち
は

厳
し
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
一

人
で
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖

が
、
だ
ん
だ
ん
と
忍
び
寄
っ

て
き
ま
し
た
。

　
廊
下
は
人
で
い
っ
ぱ
い
で
、

階
段
も
人
で
ご
っ
た
返
し
て

い
ま
し
た
。
僕
は
自
分
が
小

さ
く
、
場
違
い
な
存
在
だ
と

感
じ
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
間

を
、
ど
う
や
っ
て
過
ご
し
て

い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
目

の
前
が
暗
く
な
る
よ
う
な
思

い
で
し
た
。

　
し
か
し
、
最
初
の
授
業
で

自
分
の
席
に
着
い
た
瞬
間
、

す
べ
て
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ふ
と
周
り
を
見
回
し
て
、
大

切
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

「
日
常
に
ひ
そ
む
魔
法
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
グ
ル
ー
　
万
里
凪

「
高
校
生
活
第
一
日
目
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槇
原
　
海

　
「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め

直
す
の
中
で
筆
者
は
不
便
だ

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
よ
さ
が

あ
る
、
と
い
う
主
張
を
し
て

い
ま
す
。
私
は
こ
の
意
見
に

賛
成
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
バ
リ
ア
を
克

服
す
る
こ
と
が
身
体
能
力
の

低
下
を
防
ぐ
、
と
い
う
事
例

に
共
感
し
た
か
ら
で
す
。

　

ま
ず
初
め
に
筆
者
の
意
見

に
賛
成
す
る
大
き
な
理
由
と

し
て
、
考
え
る
こ
と
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
難

し
い
計
算
問
題
で
も
解
け
た

時
は
達
成
感
を
感
じ
ま
せ
ん

か
。
一
方
、
計
算
機
を
使
っ

た
時
は
速
く
て
手
間
が
か
か

ら
な
い
け
れ
ど
、
達
成
感
を

感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私

も
難
し
い
計
算
問
題
は
好
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る

な
ら
、
計
算
機
を
使
い
た
い

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

計
算
力
も
達
成
感
も
得
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
私
は
不
便
な
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
私
が
最
も
共
感
で
き

た
事
例
に
つ
い
て
で
す
。
ど

こ
に
共
感
し
た
か
と
い
う
と
、

バ
リ
ア
を
克
服
し
な
が
ら
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
の
克
服

と
い
う
点
で
す
。
な
ぜ
な
ら

私
に
は
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
現

地
校
で
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど

分
か
ら
な
い
の
で
、
翻
訳
に

頼
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

は
現
代
の
便
利
の
良
い
面
で

す
が
、
そ
れ
で
は
い
つ
ま
で

も
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
、

翻
訳
を
使
う
前
に
読
ん
だ
り
、

聞
い
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
そ
う
す
れ
ば
、
少
し
分

か
る
単
語
が
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
英
語
力
の
向
上
が
望

め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、

私
は
筆
者
の
意
見
に
賛
成
し

ま
す
。
私
は
こ
の
意
見
文
を

読
む
ま
で
、
不
便
に
も
良
い

面
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
筆
者
の
注

目
す
る
点
に
お
ど
ろ
か
さ
れ

ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
こ
れ

か
ら
、
色
ん
な
面
か
ら
物
事

を
見
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
か
月
）

緊
張
し
て
い
る
の
は
、
僕
だ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

皆
、
僕
以
上
に
不
安
そ
う
で

し
た
。
皆
周
り
の
様
子
を
う

か
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
時
、
緊
張
が
と
け
、
気
持

ち
が
少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
二
週
間
が
経
ち

ま
し
た
。
状
況
は
す
っ
か
り

変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
人

た
ち
と
出
会
い
、
友
達
が
で

き
、
授
業
も
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
高
校
生
活
は
ま

だ
広
大
に
感
じ
ま
す
が
、
初

日
ほ
ど
怖
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
日
少
し
ず
つ
楽
に
な
り
、

こ
の
場
所
に
自
分
が
属
し
て

い
る
と
い
う
感
覚
が
芽
生
え

始
め
て
い
ま
す
。

　
あ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
か
っ
た

廊
下
の
雑
音
も
、
今
で
は
気

持
ち
良
い
活
気
と
し
て
感
じ

ら
れ
ま
す
。
入
学
初
日
に
感

じ
た
孤
独
感
は
、
今
で
は
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
知
っ
て
い

る
人
の
笑
顔
が
見
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
広
大
に
見

え
た
建
物
も
、
い
ろ
い
ろ
な

出
会
い
が
こ
れ
か
ら
あ
る
と

こ
ろ
だ
と
感
じ
ら
れ
、
わ
く

わ
く
し
ま
す
。
自
分
の
心
の

持
ち
方
で
こ
ん
な
に
違
う
空

間
に
な
っ
た
こ
と
に
驚
き
も

感
じ
ら
れ
ま
す
。
僕
は
こ
の

高
校
生
活
の
最
初
の
数
週
間

で
た
く
さ
ん
学
ん
だ
気
が
し

ま
す
。

　
　
　
　   

　（
米
国
生
ま
れ
）

「物事の視点」
　　　　 中部テネシー日本語補習校中１

　　　　　　　　　　　　岡村　香桜

　

み
な
さ
ん
は
妖
精
を
信
じ

て
い
ま
す
か
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
魔
法
や

霊
的
な
も
の
に
惹
か
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
、
い
つ
も
論
理
的

に
考
え
る
タ
イ
プ
で
し
た
。

確
か
な
事
実
や
数
学
の
式
―

明
ら
か
な
答
え
が
、
暮
ら
し

の
中
の
あ
い
ま
い
さ
を
和
ら

げ
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
考
え
方

を
続
け
る
う
ち
、
私
は
少
し

ず
つ
落
ち
着
か
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
行
き
詰
ま
っ

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
頭
の
中
で
無
数

の
皿
が
く
る
く
る
回
り
、
決

断
す
る
こ
と
が
次
々
に
押
し

寄
せ
る
―
そ
ん
な
感
覚
で
し

た
。

　

人
間
は
本
来
、「
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
・
ペ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で

生
き
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま

す
。
目
標
を
持
ち
な
が
ら
も

心
身
が
落
ち
着
き
、
質
の
高

い
生
活
と
健
康
を
支
え
る
状

態
で
す
。
し
か
し
現
代
で
は
、

私
た
ち
は
「
不
安
の
ペ
ー
ス
」

で
生
き
て
い
ま
す
。
絶
え
間

な
い
緊
張
に
追
わ
れ
、
成
果

を
優
先
す
る
社
会
の
速
さ
に
、

い
つ
し
か
自
分
も
、
自
然
で

健
や
か
な
リ
ズ
ム
か
ら
引
き

離
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
ど
ん
な
に
つ

ら
い
瞬
間
で
も
、
小
さ
な
喜

び
―
魔
法
の
よ
う
な
瞬
間
―

に
心
を
開
く
こ
と
は
で
き
ま

す
。
無
理
に
作
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
気
づ
く
こ
と
。

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
す
れ
違
う
隣
人
の

微
笑
み
か
も
し
れ
な
い
し
、

コ
ー
ヒ
ー
の
湯
気
に
差
す
光

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
私
は
妖
精
の
よ
う

な
魔
法
を
見
つ
け
ま
し
た
。

歯
の
妖
精
で
も
、
テ
ィ
ン
カ

ー
ベ
ル
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
信
じ
て
い
る
の
は
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
の
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
住
む
妖
精
た
ち
で
す
。

　

小
さ
な
家
の
中
に
家
具
や

飾
り
を
並
べ
る
と
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
に
物
語
が
宿
っ
て
き

ま
す
。
米
粒
大
の
寿
司
を
作

る
と
、
職
人
が
寿
司
を
握
る

姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
緑

豊
か
な
花
屋
で
は
、
園
芸
家

が
団
扇
を
あ
お
ぐ
姿
が
見
え

て
き
ま
す
。

　

こ
の
手
作
り
の
ド
ー
ル
ハ

ウ
ス
は
小
さ
く
て
も
、
そ
の

中
に
広
が
る
世
界
は
広
大
で

す
。
そ
し
て
そ
の
世
界
は
、

日
常
に
ひ
そ
む
魔
法
へ
と
、

静
か
に
導
い
て
く
れ
る
の
で

す
。　
　
　

   　
（
滞
米
17
年
） 　

わ
た
し
は
、
大
人
に
な
っ

た
ら
よ
う
ち
園
の
先
生
に
な

り
た
い
で
す
。

　

ど
う
し
て
わ
た
し
は
よ
う

ち
園
の
先
生
に
な
り
た
い
か

と
い
う
と
、
わ
た
し
は
小
さ

い
子
ど
も
と
時
間
を
す
ご
す

の
が
大
す
き
だ
か
ら
で
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
、
子
ど
も

た
ち
が
よ
う
ち
園
で
楽
し
く

す
ご
せ
る
よ
う
に
、
せ
わ
を

す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
ケ
ン
カ
を
し
な
い

よ
う
に
、
や
さ
し
く
、「
ど
う

し
て
こ
う
な
っ
た
の
。」
や
、

「
ど
う
し
て
た
た
い
ち
ゃ
っ
た

の
。」
な
ど
を
聞
い
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
し
て
ケ
ガ
を
し

な
い
よ
う
に
、
つ
く
え
を
横

に
か
た
づ
け
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

わ
た
し
が
も
し
よ
う
ち
園

の
先
生
に
な
れ
た
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ

な
く
ふ
う
を
し
て
、
楽
し
ま

せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

あ
ん
ぜ
ん
に
楽
し
く
遊
べ

る
よ
う
に
く
ふ
う
を
た
く
さ

ん
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
、

は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
わ

た
し
も
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ

て
く
れ
る
先
生
に
な
り
た
い

で
す
。   （
滞
米
３
年
３
か
月
）

「
よ
う
ち
園
の
先
生
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
采
音

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
す
ぐ
入
居
可
能
な
１
寝
室
　

家
具
付
き
で
す
ぐ
に
住
め
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ワ
ン
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
の
ア
パ
ー
ト
が
、
ま
も
な
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
人
気
の
高
い
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ

地
区
の
マ
ッ
カ
レ
ン
パ
ー
ク
に
南
向
き
に
面
し
た
明
る
い
部

屋
だ
。
ベ
ッ
ド
、
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
、
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ

ル
な
ど
の
家
具
や
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
ス
ツ
ー
ル
（
椅

子
）、
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
ス
タ
ン
ド
な
ど
も
付
い
て
い
る
。
リ

ビ
ン
グ
の
窓
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
か
ら
天
井
ま
で
の
フ

ル
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
、
部
屋
か
ら
公
園
が
一
望
で
き
る
。

　

室
内
に
洗
濯
機
、

乾
燥
機
が
付
い
て
い

い
て
、
自
分
の
時
間

に
合
わ
せ
て
洗
濯

が
で
き
る
の
も
今

や
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
装
備
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
寝
室
は
ベ
ッ

ド
、
マ
ッ
ト
レ
ス
が

完
備
、
バ
ス
ル
ー
ム

は
床
暖
房
で
、
深
い

浴
槽
だ
。

　

ホ
テ
ル
や
短
期
ア

パ
ー
ト
で
は
な
く
、

長
期
滞
在
型
の
賃
貸

型
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、

日
系
不
動
産
が
エ
ク

ス
ク
ル
ー
シ
ブ
で
管
理
し
て
い
る
た
め
、
日
本
語
で
契
約
手

続
き
が
で
き
、
管
理
上
の
連
絡
な
ど
も
で
き
る
の
が
当
地
に

ま
だ
馴
染
み
の
な
い
転
任
者
の
住
居
と
し
て
便
利
な
物
件
だ

ろ
う
。
会
社
が
契
約
す
る
場
合
も
融
通
が
聞
く
と
こ
ろ
が
い

い
。
家
賃
は
月
額
６
０
０
０
ド
ル
。
家
具
に
つ
い
て
は
、
備

え
付
け
で
は
な
く
、
自
分
の
家
具
を
持
ち
入
れ
る
こ
と
も
可

能
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・５
４
６
・５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル　 rika.furumoto@gmail.com

　

山
崎
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

　

２
０
２
６
年
夏
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
賃
貸
市
場
は
、「
物
件
は

あ
る
が
、
納
得
で
き
る
部
屋
は

少
な
い
」
市
場
と
言
え
ま
す
。

家
賃
が
一
段
と
上
が
る
局
面
と

い
う
よ
り
、
条
件
の
良
い
住
戸

が
高
い
水
準
の
ま
ま
素
早
く
決

ま
っ
て
い
く
、
選
別
と
即
決
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｙ
Ｃ
全
体
で
は
家
賃
中

央
値
が
前
年
を
上
回
り
、
特
に

ス
タ
ジ
オ
か
ら
2
ベ
ッ
ド
ま
で

の
実
需
サ
イ
ズ
で
上
昇
が
目
立

ち
ま
す
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
、
住
宅
購

入
の
難
し
さ
で
す
。
価
格
と
金

利
の
水
準
か
ら
購
入
を
先
送
り

す
る
層
が
賃
貸
に
と
ど
ま
り
、

単
身
者
、
若
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
、
駐
在
員
が
検
討
す
る

価
格
帯
に
需
要
が
集
中
し
て
い

ま
す
。
内
覧
で
き
る
物
件
数
が

増
え
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
実

際
に
「
こ
こ
な
ら
住
め
る
」
と

思
え
る
住
戸
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
、
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
、
チ
ェ
ル
シ
ー
、
フ

ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
、
ア
ッ
パ
ー

ウ
エ
ス
ト
、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス

ト
な
ど
、
通
勤
時
間
を
読
み
や

す
い
エ
リ
ア
へ
の
評
価
が
再
び

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
や
ク
イ
ー
ン
ズ
の

新
築
・
築
浅
物
件
も
選
択
肢
に

は
な
り
ま
す
が
、
駅
距
離
、
通

勤
時
間
、
建
物
管
理
、
洗
濯
機
・

乾
燥
機
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
費
ま
で

含
め
る
と
、
表
面
家
賃
だ
け
で

割
安
と
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

最
近
の
内
覧
で
決
め
手
に
な
る

の
は
、
単
な
る
立
地
よ
り
も
充

実
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
で
す
。
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
ラ
ウ

ン
ジ
、
ジ
ム
、
24
時
間
対
応
の

管
理
体
制
な
ど
が
重
視
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
不
慣
れ
な
借
り
手

に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
建
物
の

運
営
力
は
安
心
に
も
繋
が
り
ま

す
。

　

借
り
手
に
必
要
な
の
は
、
希

望
条
件
を
広
げ
る
こ
と
で
は
な

く
、
譲
れ
な
い
条
件
を
三
つ
に

絞
る
こ
と
で
す
。
収
入
証
明
、

雇
用
証
明
、
残
高
証
明
、
Ｉ
Ｄ

な
ど
を
事
前
に
整
え
、
良
い
物

件
に
出
会
っ
た
そ
の
日
に
申
し

込
め
る
準
備
が
、
２
０
２
６
年

夏
の
Ｎ
Ｙ
賃
貸
市
場
で
は
何
よ

り
の
交
渉
力
に
な
り
ま
す
。
待

て
ば
下
が
る
市
場
で
は
な
く
、

相
場
観
と
準
備
の
差
が
結
果
に

出
る
市
場
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

（
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
／
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
住
宅
部
）

 

２
０
２
６
年
夏
の
Ｎ
Ｙ
賃
貸
市
場

選
別
と
即
決
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

週刊NY生活

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:rika.furumoto@gmail.com
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外
交
政
策
協
会
お
よ
び
米
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
協
会
は
15

日
、「
奈
良
条
約
」
と
し
て
知

ら
れ
る
日
豪
友
好
協
力
基
本
条

約
締
結
50
周
年
を
記
念
す
る
特

別
イ
ベ
ン
ト
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の 

米
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
協

会
で
開
催
し
た
。

 　
１
９
７
６
年
6
月
16
日
の

条
約
調
印
か
ら
50
周
年
を
迎
え

る
前
夜
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
近
代
史

に
お
い
て
最
も
重
要
な
協
定
が

永
続
的
な
友
好
関
係
の
基
盤
を

築
く
一
助
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
触
れ
ら
れ
た
。
当
日
は
、
日

本
側
か
ら
山
﨑
和
之
国
連
大
使

と
Ｎ
Ｙ
総
領
事
の
片
平
聡
大
使

が
出
席
し
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

マ
ー
シ
ャ
ル
米
国
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
協
会
理
事
長
の
歓
迎
ス
ピ

ー
チ
に
続
い
て
山
﨑
大
使
が
祝

辞
を
述
べ
た
。
基
調
講
演
は
、

シ
ド
ニ
ー
大
学
米
国
研
究
セ
ン

タ
ー
最
高
経
営
責
任
者
の
マ
イ

ケ
ル
・
Ｊ
・
グ
リ
ー
ン
博
士
が

行
い
、
Ｓ
＆
Ｐ
グ
ロ
ー
バ
ル
元

副
会
長
兼
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
博

士
と
対
談
形
式
の
講

演
会
と
な
り
、
マ
ー

シ
ャ
ル
理
事
長
が
司

会
を
務
め
た
。

　

シ
ェ
ア
ー
ド
氏
は

「
豪
日
友
好
協
力
条

約
が
、
戦
後
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
世
界
に

お
け
る
立
ち
位
置
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
を
象
徴
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
た
上
で

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

イ
ギ
リ
ス
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
の
結
び
つ
き

が
強
い
国
か
ら
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

一
部
と
し
て
自
国
を

認
識
す
る
国
へ
と
変
わ
っ
た
。

１
９
６
７
年
に
、
日
本
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
輸
出
市

場
と
な
り
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
、

液
化
天
然
ガ
ス
、
羊
毛
、
小
麦
、

牛
肉
、
砂
糖
な
ど
の
重
要
な
原

料
や
農
産
物
の
輸
出
が
、
日
本

の
戦
後
の
急
速
な
経
済
成
長
を

支
え
、
食
料
供
給
に
も
貢
献
し

た
」
と
述
べ
、
続
い
て
国
家
安

全
保
障
の
考
慮
が
経
済
や
貿
易

の
協
力
を
妨
げ
る
危
険
性
に
つ

い
て
警
告
し
た
。「
ア
メ
リ
カ

の
安
全
保
障
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、
中
国
と
の
貿
易
で
大
き
な

恩
恵
を
受
け
て
い
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
日
本
は
、
米
中
関
係

を
良
好
に
し
、
緊
張
を
和
ら
げ

る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
せ

る
」
と
主
張
し
た
。
最
後
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
連
常
駐
代
表

の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ラ
ー
セ
ン
大

使
が
今
回
の
対
談
の
意
義
と
さ

ら
な
る
日
豪
米
の
緊
密
な
関
係

の
重
要
さ
を
述
べ
て
幕
を
閉
じ

た
。
当
日
は
、
日
系
企
業
幹
部

や
報
道
関
係
者
、
日
本
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
関
係
を
持
つ
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
企
業
の
幹
部
ら
約
50
人

余
り
が
出
席
し
た
。

日豪友好協力基本条約から半世紀
ＮＹの米豪協会で記念座談会

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
近
代
史
で

「
最
も
重
要
な
協
定
」
確
認

Ｐ
・
シ
ェ
ア
ー
ド
博
士

マ
イ
ケ
ル
・
グ
リ
ー
ン
博
士
対談

マーシャル理事長 山﨑国連大使 ラーセン豪国連大使

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
https://qrco.de/bekbQo
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
１
０
０
周
年
イ
ヤ
ー
も

い
よ
い
よ
本
格
化
し
、
各
地
か

ら
届
く
話
題
の
量
も
か
な
り
増

え
て
き
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ

ろ
、
追
い
か
け
る
側
と
し
て

は
少
し
息
切
れ
気
味
で
す
が

（
笑
）、
そ
れ
だ
け
多
く
の
人
や

町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
「
母
な

る
道
」
に
向
き
合
っ
て
い
る
証

で
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
は
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、

並
べ
て
み
る
と
、
ル
ー
ト
66
が

単
な
る
観
光
ル
ー
ト
で
は
な

く
、
文
化
、
記
録
、
移
動
、
ス

ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
人
の
記
憶
に

ま
で
広
が
る
存
在
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
と
、い
う
こ
と
で
今
月
も
、

ル
ー
ト
66
で
起
き
て
い
る
最
新

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
お
届
け
す
る
シ

ー
ズ
ン
⑦
、
早
速
始
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

 

■
「
永
遠
の
師
」
が
語
る

１
０
０
周
年

　

10
月
８
日
か
ら
11
日
に
か
け

て
イ
リ
ノ
イ
州
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
で
開
催
さ
れ
る

「Miles of Possibility Route 

66 Conference

」
で
、
作
家

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
リ
ス
氏
が
基

調
講
演
を
務
め
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ォ
リ
ス

氏
は
名
著
『Route 66: The 

Mother Road

』
の
著
者
で
あ

り
、
映
画
『
カ
ー
ズ
』
で
は
ラ

ジ
エ
ー
タ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス

の
保
安
官
の
声
も
担
当
し
た
、

ル
ー
ト
66
文
化
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
人
物
で
す
。

　

筆
者
に
と
っ
て
も
、
彼
の
著

書
こ
そ
が
こ
の
世
界
に
引
き
ず

り
込
ま
れ
た
き
っ
か
け
で
あ

り
、
今
で
も
「
永
遠
の
師
」
の

よ
う
な
存
在
。
こ
れ
ま
で
何
度

か
直
接
お
会
い
す
る
機
会
も
あ

り
ま
し
た
が
、
１
０
０
周
年
イ

ヤ
ー
に
彼
が
こ
の
場
で
語
る
意

味
は
、
や
は
り
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
会
議
に

は
筆
者
も
過
去
に
参
加
し
た
こ

と
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
た
ご
縁
も

あ
り
ま
す
。
単
な
る
イ
ベ
ン
ト

告
知
以
上
に
、
ル
ー
ト
66
を
学

び
直
す
場
と
し
て
注
目
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

 

■
「
母
な
る
道
」
を
撮
り
続
け

た
友
人
の
節
目

　

ル
ー
ト
66
を
長
年
撮
り

続
け
て
き
た
写
真
家David 

Schwartz

氏
の
作
品
が
、

１
０
０
周
年
イ
ヤ
ー
に
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
イ
リ

ノ
イ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
のThe Pharmacy Gallery 

and Art Space

で
は
、
写
真

展
「The Road That Takes 

You

」
を
開
催
中
。Cozy 

Dog Drive-In

やShea’s Gas 
Station

な
ど
、
同
地
の
ル
ー

ト
66
文
化
を
象
徴
す
る
場
所
に

加
え
、
道
を
支
え
る
人
々
の
ポ

ー
ト
レ
ー
ト
作
品
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
５
月
５
日
に
は
、
彼

の
写
真
を
使
用
し
た
ル
ー
ト
66

生
誕
１
０
０
周
年
記
念
切
手
が

米
国
郵
便
公
社
か
ら
正
式
発
売

さ
れ
ま
し
た
。
８
州
そ
れ
ぞ
れ

の
風
景
を
切
り
取
っ
た
全
16
枚

のForever Stamp

で
、
も
ち

ろ
ん
筆
者
も
早
速
２
セ
ッ
ト

を
注
文
済
み
で
す
。
も
っ
と

も
、
実
際
に
郵
便
に
使
う
つ
も

り
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が

（
笑
）。
友
人
の
作
品
が
全
米
の

記
念
切
手
に
な
る
と
い
う
の

は
、
や
は
り
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ル
ー
ト
66
は
、
走

る
だ
け
で
な
く
、
見
つ
め
続
け

る
人
に
よ
っ
て
も
記
録
さ
れ
て

い
く
の
で
す
ね
。
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の

サ
イ
ト
で
購
入
可
能
で
す
。

■
「
見
え
な
い
」
66

　

ア
リ
ゾ
ナ
州
東
部
の
ペ
ト
リ

フ
ァ
イ
ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト
国
立

公
園
内
に
残
る
、
か
つ
て
の
ル

ー
ト
66
区
間
が
、
国
家
歴
史
登

録
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
道
路
そ
の
も
の
の
姿
は
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

わ
ず
か
な
地
形
の
盛
り
上
が
り

や
、
遠
く
へ
続
く
電
柱
の
列
か

ら
、
か
つ
て
こ
こ
に
道
が
通
っ

て
い
た
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

登
録
対
象
に
は
、
１
９
２
６

年
に
Ｕ
Ｓ
66
と
し
て
指
定
さ
れ

た
旧
道
や
後
年
の
舗
装
区
間
、

観
光
施
設
跡
、
チ
ェ
ッ
ク
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
跡
な
ど
が
含
ま

れ
、
調
査
で
は
１
万
１
千
点
を

超
え
る
遺
物
も
記
録
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
筆
者
が
講
演
で
よ
く

使
う
ト
リ
ビ
ア
の
ひ
と
つ
に
、

「
ル
ー
ト
66
上
に
は
２
つ
の
国

立
公
園
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で

す
か
？
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ペ
ト
リ
フ
ァ
イ
ド
・
フ

ォ
レ
ス
ト
と
、
も
う
ひ
と
つ
は

セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
・
ア
ー
チ
。
毎
回
ち
ょ
っ
と

し
た
「
へ
え
」
を
い
た
だ
け
る

話
題
で
す
（
笑
）。
今
回
の
登

録
は
、
そ
ん
な
ル
ー
ト
66
の
見

え
に
く
い
歴
史
に
光
を
当
て

る
、
静
か
な
が
ら
大
き
な
一
歩

と
言
え
そ
う
で
す
。

■
自
転
車
で
走
る
ミ
ズ
ー
リ
66

　

ミ
ズ
ー
リ
州
で
は
、
９
月
４

日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
自
転

車
イ
ベ
ン
ト
「Big BAM

」
が

ル
ー
ト
66
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ジ
ョ
プ
リ
ン
を

出
発
し
、
ウ
ィ
ラ
ー
ド
、
レ
バ

ノ
ン
、
ウ
ェ
イ
ン
ズ
ビ
ル
、
ロ

ー
ラ
、キ
ュ
ー
バ
な
ど
を
経
て
、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
近
郊
の
ユ
ー
レ

カ
を
目
指
す
ル
ー
ト
で
、
同
イ

ベ
ン
ト
が
ル
ー
ト
66
を
走
る
の

は
２
０
１
８
年
、
２
０
２
２
年

に
続
き
３
回
目
だ
そ
う
。
実
は

筆
者
も
、
一
度
は
ル
ー
ト
66
を

自
転
車
で
横
断
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
車
で
の
全
線

横
断
は
３
度
、
そ
の
他
細
か
い

旅
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
自
転
車
で
走

れ
ば
、き
っ
と
見
え
る
景
色
も
、

感
じ
る
距
離
感
も
ま
っ
た
く
違

う
は
ず
で
す
。「
母
な
る
道
」

を
体
で
感
じ
る
１
０
０
周
年
ら

し
い
企
画
と
言
え
そ
う
で
す
。

 

■
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
刻
ま
れ
た

66
　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
の
マ

イ
ナ
ー
リ
ー
グ
球
団
、タ
ル
サ
・

ド
リ
ラ
ー
ズ
が
、
ル
ー
ト
66
の

パ
ッ
チ
入
り
代
替
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
一
部
試
合
で
着
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ド
リ
ラ
ー

ズ
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ

ー
ス
傘
下
の
２
Ａ
球
団
で
、
本

拠
地
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｋ
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
通
る
ル

ー
ト
66
の
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
か

ら
も
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

は
、
タ
ル
サ
の
石
油
産
業
と
ル

ー
ト
66
の
歴
史
を
組
み
合
わ
せ

た
デ
ザ
イ
ン
。
小
さ
な
パ
ッ
チ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
元
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
が
１
０
０
周
年
を

街
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し

て
取
り
込
ん
で
い
る
の
は
、
な

か
な
か
良
い
動
き
だ
と
思
い
ま

す
。
実
は
ド
リ
ラ
ー
ズ
は
、
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ジ
ョ

プ
リ
ン
と
並
び
、
筆
者
も
以
前

か
ら
注
目
し
て
い
た
チ
ー
ム
の

一
つ
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
チ
ー

ム
ス
ト
ア
を
訪
れ
た
際
、
ダ
メ

元
で
「
ス
タ
ジ
ア
ム
を
少
し
見

学
し
て
も
い
い
で
す
か
？
」
と

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ど
う
ぞ
好

き
に
見
て
い
っ
て
」
と
中
を
開

放
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
の
自
然
な
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
是
非
検
索
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

 　
以
上
、
今
月
気
に
な
っ
た
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
次
号
で
、
ル

ー
ト
66
の
「
今
」
を
追
い
か
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
ま
た
、
来
月
お
目
に
か

か
り
ま
す
！

 

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

「
永
遠
の
師
」
の
講
演
や
友
人
の
写
真
展
な
ど

　

5
月
18
日
は
、Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ（
国

際
博
物
館
会
議
）
が
定
め
た
国

際
博
物
館
の
日
で
、
世
界
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
のICOM-

ASPAC

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

連
盟
）
年
次
大
会
は
国
際
博
物

館
の
日
に
合
わ
せ
て
マ
レ
ー
シ

ア
の
ク
ア
ン
タ
ン
（Kuantan

）

で
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
て

き
ま
し
た
。マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

２
０
２
６
年
をVisit Malaysia 

2026

と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
が
国
を
あ
げ
て
観
光
に
力
を

入
れ
る
一
年
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

ク
ア
ン
タ
ン
は
、
首
都
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
北
東
に
あ

る
パ
ハ
ン
州
（Pahang Darul 

Makmur

）
の
州
都
で
、
人
口

増
加
率
は
半
島
東
海
岸
都
市

中
で
最
大
で
発
展
中
の
都
市
で

す
。
年
次
大
会
初
日
は
、
王

室
図
書
館
（Royal Library

）

で
総
会
を
開
催
後
、
車
で
約

1
時
間
ほ
ど
南
下
し
ペ
カ
ン

（Pakan
）
と
い
う
町
に
あ
る
パ

ハ
ン
州
立
博
物
館
（Muzium 

Pahang

）
を
見
学
し
ま
し
た
。

ペ
カ
ン
は
パ
ハ
ン
州
の
「
ロ
イ

ヤ
ル
タ
ウ
ン
」
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
ス
ル
タ
ン
一
家
の
邸

宅
や
関
連
施
設
が
置
か
れ
、
王

室
ゆ
か
り
の
行
事
が
行
わ
れ
る

町
で
も
あ
り
ま
す
。

　

驚
い
た
こ
と
に
、
前
マ
レ

ー
シ
ア
王
妃
（
２
０
１
９
〜

２
０
２
４
）
で
パ
ハ
ン
州
王
妃

の
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ジ
ザ
殿
下
が

会
議
だ
け
で
な
く
ペ
カ
ン
に
も

同
行
さ
れ
、
案
内
ま
で
し
て
く

れ
た
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
マ
レ

ー
シ
ア
の
関
係
者
も
感
激
し
て

い
ま
し
た
。

　

パ
ハ
ン
州
立
博
物
館
は
い
く

つ
か
の
施
設
か
ら
な
り
、
旧

王
宮
を
利
用
し
た
ス
ル
タ
ン
・

ア
ブ
・
バ
カ
ル
王
宮
博
物
館 

(Muzium Sultan Abu Bakar)

と
、
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ジ
ザ
王

立
工
芸
村
（Tunku Azizah 

Royal Craft Village

）
を
見

学
し
ま
し
た
。
王
宮
博
物
館

は
、
も
と
は
１
９
２
０
年
代

後
半
に
建
て
ら
れ
た
英
国
駐

在
官
の
公
式
公
邸
で
し
た
が
、

日
本
占
領
時
代
に
は
日
本
軍

の
将
校
官
邸
と
な
り
、
戦
争

終
結
後
に
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
還

し
、
１
９
６
５
年
に
は
故
ス

ル
タ
ン
・
ア
ブ
・
バ
カ
ル
の

正
式
な
宮
殿
と
な
り
、
重
要

な
国
事
行
事
の
会
場
と
な
り

ま
し
た
。
１
９
７
６
年
に
は

博
物
館
に
改
装
さ
れ
ま
し
た

が
、
１
９
９
７
年
に
博
物
館

の
遺
物
は
州
都
ク
ア
ン
タ
ン

に
移
さ
れ
、
建
物
は
利
用
さ

れ
な
く
な
り
、
荒
廃
し
て
し

ま
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
か

ら
２
０
１
２
年
に
放
棄
さ
れ

た
建
物
の
修
復
と
美
術
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
用
に
空
間
を
適
応
さ
せ

る
た
め
の
改
修
工
事
が
行
わ

れ
、
建
築
家
の
永
田
為
五
郎
氏

が
設
計
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ジ
ザ
王
立

工
芸
村
は
、
パ
ハ
ン
州
の
文

化
遺
産
の
発
展
と
保
存
を
目

的
と
し
た
文
化
複
合
施
設
で
、

１
９
８
５
年
に
パ
ハ
ン
州
立
博

物
館
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
当

初
は
首
相
を
務
め
た
故
ア
ブ
ド

ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
氏
の
生
誕
地

プ
ラ
ウ
・
ケ
ラ
デ
ィ
を
紹
介
し

て
い
ま
し
た
が
、
10
年
後
に
は

展
示
ホ
ー
ル
や
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
、
絹
織
物
セ
ン
タ
ー
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
が
設
置
さ

れ
、
２
０
０
７
年
に
は
創
造
的

で
若
い
織
工
を
育
成
す
る
た
め

の
研
修
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
に
は
連

邦
政
府
か
ら
の
資
金
に
よ
り
、

王
立
工
芸
村
に
格
上
げ
さ
れ
ま

し
た
。
二
日
目
は
ふ
た
た
び
ク

ア
ン
タ
ン
の
王
室
図
書
館
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
基
調

講
演
や
各
国
か
ら
の
研
究
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

で
８
月
８
日
ま
で
、「
日
本

陶
磁
器
―
無
限
の
芸
術
性

（The Infinite Artistry of 
Japanese Ceramics

）」
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
品
の

一
部
で
あ
る
楽
焼
き
の
16
代

家
元
、
樂
吉
左
衞
門
氏
が
７

日
、
同
館
で
講
演
し
、
16
代
、

４
５
０
年
の
歴
史
を
持
つ
楽
焼

き
の
思
想
と
精
神
を
語
っ
た
。

　

１
３
０
人
以
上
が
集
ま
っ
た

会
場
で
、
ま
ず
日
本
陶
磁
器
の

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
モ
ニ
カ
・
ビ

ン
チ
ク
氏
が
展
示
会
と
講
演
者

の
樂
吉
左
衞
門
氏
と
、
も
う
一

人
の
講
演
者
、
ナ
カ
ヤ
マ
ン
氏

（
海
外
で
はYAMAN

）
を
紹

の
形
成
、
不
完
全
さ
の
中
に
美

し
さ
を
見
出
す
。「
４
０
０
年

続
い
た
窯
を
使
っ
た
窯
た
き
も

火
に
茶
碗
を
託
す
大
切
な
過

程
」
だ
と
、
窯
焼
き
の
様
子
も

ス
ラ
イ
ド
で
見
せ
た
。
最
後
に

「
コ
コ
ロ
が
落
ち
て
い
る
」
物

ま
ね
は
し
な
い
と
語
り
、
精
神

性
、
わ
び
、「
茶
碗
と
は
何
か
」

を
問
い
続
け
、「
手
作
り
に
込

め
ら
れ
た
不
完
全
さ
の
中
に
あ

る
豊
か
さ
」
を
大
切
に
し
た
い

と
述
べ
た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、

写
真
も
）

土と共に作る自然な茶碗解説
介
し
た
。
ナ
カ
ヤ
マ
ン
氏
は
急

速
に
変
化
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ヘ
イ
ビ
ア
に
適
応
し
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
駆
使
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
析
と
デ
ー
タ

解
析
を
基
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
を
説
明
し
た
。

　

楽
焼
き
の
始
ま
り
は
織
田

信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
戦
国
時

代
、
千
利
休
が
楽
家
初
代
の
長

次
郎
に
「
侘
び
茶
」
に
か
な
う

茶
碗
を
造
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た

こ
と
に
あ
る
。「
特
色
は
ろ
く

ろ
を
使
わ
ず
手
び
ね
り
で
手
の

柔
ら
か
さ
を
表
現
、
そ
れ
に
は

土
が
大
切
で
、
長
次
郎
は
奈
良

の
薬
師
寺
に
あ
る
塔
の
下
の

１
３
０
０
年
眠
っ
て
い
た
土
を

使
い
ま
し
た
」
と
、
樂
氏
が
説

明
す
る
。
今
日
も
「
土
を
支
配

す
る
の
で
は
な
く
土
に
語
り
掛

け
て
い
く
の
で
す
」
と
、
土
と

共
に
茶
碗
を
つ
く
る
こ
と
を
説

明
し
、
さ
ら
に
「
土
と
の
や
り

取
り
が
楽
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

手
の
ゆ
が
み
も
自
然
な
茶
碗

楽
焼
き
16
代
家
元
、
樂
吉
左
衞
門
氏

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
講
演 写真提供・メトロポリタン美術館

　

日
本
ク
ラ
ブ
企
画
展
「
書

く
文
化 

― 

矢
立
、
そ
し
て
現

代
へ
」
が
25
日
（
木
）
か
ら

７
月
15
日
（
水
）
ま
で
、The 

Nippon Gallery

（
五
番
街

６
０
４
番
地
、
日
本
ク
ラ
ブ
５

階
）
で
開
催
さ
れ
る
。
新
潟
県

に
あ
る
燕
市
産
業
史
料
館
が
所

蔵
す
る「
丸
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
矢
立
を
中
心
に
、
書
家
・
鈴

木
猛
利
、
製
硯
師
・
青
柳
貴
史
、

ガ
ラ
ス
造
形
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

生
田
目
礼
一
の
作
品
を
あ
わ
せ

て
紹
介
す
る
。
入
場
無
料
。
開

廊
時
間
は
月
〜
金
曜
が
午
前
10

時
か
ら
午
後
６
時
、
土
曜
は
午

後
５
時
ま
で
。
日
曜
と
７
月
３

日
・
４
日
は
休
廊
。

　

25
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら

は
、
鈴
木
猛
利
に
よ
る
ト
ー

ク
「
矢
立
と
書 

― 

道
具
か
ら

生
ま
れ
る
文
字
の
世
界
」
を
開

催
。
鈴
木
氏
が
矢
立
の
構
造
や

由
来
、
文
房
四
宝
（
筆
・
墨
・

硯
・
紙
）
に
つ
い
て
語
り
、
書

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も

披
露
す
る
。
ま
た
青
柳
氏
（
宝

研
堂
四
代
目
）
に
よ
る
硯
の

話
も
予
定
、
そ
の
後
は
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
。
26

日
（
金
）
午
後
５
時
か
ら
は
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
、
展
示
作

品
を
前
に
鈴
木
氏
が
矢
立
と
書

の
魅
力
を
解
説
。
さ
ら
に
27

日
（
土
）
午
前
11
時
と
午
後
２

時
30
分
か
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
書
は
鏡 

― 

小
筆
で
名
前

を
書
き
、向
き
合
う
時
間
」（
講

師
：
鈴
木
猛
利
）
が
開
催
さ
れ

る
。
ト
ー
ク
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
要
予
約
。
予
約
は
Ｅ
メ

ー
ルgallery@nipponclub.

org

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://nippongallery.

nipponclub.org/

を
参
照
。

鈴
木
氏
、
青
柳
氏
、
生
田
目
氏

日本ギャラリーで25日から
丸山コレクションの矢立

https://shopnyseikatsu.com/
https://nippongallery.nipponclub.org/
mailto:gallery@nipponclub.org
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EVENT
■マーメイド・パレード＝ 6/20　Surf 
Ave to Boradwalk  ブルックリンのコニー
アイランドで行われる、夏の到来を告げ
るパレード。参加者たちが人魚や海の生
物をテーマにした手作りの仮装を披露す
るユーモラスなお祭り。公式サイトで参
加者も募集中。
詳 細 は https://www.coneyisland.com/
mermaidparade
■ NYC プライドマーチ＝ 6/28　11:00  
世界最大級の LGBTQ+パレード。街中
がレインボーカラーに染まり、華やかな
衣装を着た参加者がダンスや音楽とと
もに街を練り歩く。5番街＆ 26丁目交
差点からスタートし、7番街＆ 15丁目
交差点まで。ストリートフェスティバル
「PrideFest」も同時開催。
詳細は https://www.nycpride.org/
■フレンチ・レストラン・ウィーク＝
7/4～ 19  米仏友好 250周年を記念し、
NYで開催されるイベント。ノーホーの「ラ
ファイエット」やトライベッカの「フレ
ンチェッテ」、ヘルズキッチンの「マルセ
イユ」、ダニエル・ブールー氏が手がける
各店が参加。プリフィックス・メニュー
やクロックムッシュなどの軽食、伝統的
フレンチのコースなどを提供する。
詳細は https://frenchrestaurantweek.com

CLASS/SEMINAR
■無料ウェビナー「2026年米国就労ビ
ザの最新動向と、バイリンガル人材確
保のための移民法戦略」＝ 6/24  17:00  
H-1Bビザの手続き変更点から、Ｅビ
ザの活用、グリーンカードの申請方法
別アプローチまでを解説。講師は移
民法弁護士の瀧恵之氏（瀧法律事務
所）。参加費無料。申し込みは https://
us02web.zoom.us/webinar/register/
WN_xY29U3r6S2WM2V14l1kCBw#/
registration から。 

MUSIC
■ジャズボーカリスト松尾恵理佳コン
サート＝ 6/25  20:00 ＆ 22:00　Five Spot 
Jazz（291 E 9th St.）9枚目のアルバム
『巡りゆく』リリースライブ。藤吉久美子、
川野太郎、黒谷友香出演の映画『シ・ン・ラ・
イ』の主題歌『巡りゆく』を収録。メン
バーはピアニストのエリオ・アルヴェス、
ギタリストのホアンチョ・ヘレラ、ベー
シストのモト・フクシマ、ドラマーのロー
ネン・イツィックを迎えたクインテット。
入場料：＄20
詳細は https://www.fi vespotjazz.com
■ジャズピアニスト浅井岳史が Sunset 
Jazz出演＝ 7/3  20:00  Culture Lab LIC
（5-25 46th Avenue, Long Island City,）
NYを拠点に活動するジャズピアニスト
浅井岳史のコンサート。演奏は Hashem 
Assadullahi（サックス）、Mark Wade（ベー
ス）、John Clay（ドラム）のカルテット。
新しい解釈を加えたジャズスタンダード
曲と、浅井が書き下ろしたオリジナルを
演奏する。入場無料。
詳細は https://www.culturelablic.org/

THEATRE/DANCE 

　

テ
ニ
ス
４
大
大
会
の
ひ
と
つ

ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
選
手
権
を
英

国
に
行
か
な
く
て
も
初
夏
の
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
満
喫
で
き

る
公
式
イ
ベ
ン
ト
「
ザ
・
ウ
ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
・
コ
ー
ト
・
イ
ン
・

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」
が
26
日

か
ら
29
日
ま
で
、ウ
ォ
ル
マ
ン
・

リ
ン
ク
で
開
催
さ
れ
る
。

　

同
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
、
ウ

ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
芝
生
専
門
家

が
現
地
の
芝
生
を
敷
い
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

26
日
（
金
）
の
午
後
２
時
か
ら
、

ア
ン
ド
レ
・
ア
ガ
シ
と
ウ
ー
ジ

ニ
ー
・
ブ
シ
ャ
ー
ル
の
ペ
ア
対

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
レ
ー
ク
と
キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ

キ
の
ダ
ブ
ル
ス
試
合
「
ザ
・
ウ

ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
・
コ
ー
ト
・
イ

ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
が
行
わ

れ
る
。
27
日
・
28
日
は
抽
選
に

当
た
っ
た
市
民
も
コ
ー
ト
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ
か

期
間
中
は
テ
ニ
ス
の
個
人
レ
ッ

ス
ン
や
、
イ
チ
ゴ
と
生
ク
リ
ー

ム
、
シ
ャ
ン
パ
ン
、
ス
コ
ッ
チ

エ
ッ
グ
な
ど
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン

の
伝
統
的
な
観
戦
の
お
共
、
大

ス
ク
リ
ー
ン
で
現
地
試
合
の
生

中
継
な
ど
が
あ
る
。チ
ケ
ッ
ト
・

コ
ー
ト
体
験
の
応
募
な
ど
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.wimbledon.com/en_
GB/wimbledon_court_in_
new_york

を
参
照
す
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
を
満
喫

■ Dances of Woven Water =6/20・21　
BMCC Tribeca PAC（199 Chambers 
St.）日本各地の伝統芸能の踊りを NY
で踊る「民舞座」が主催する舞踊公演。
6/20は午後 7時、21日は午後 2時から。
民舞座のほか、インドネシア、ハワイ、
韓国の団体が伝統的な民族舞踊を披露
する。入場料：一般＄25、子供・学生・
シニア＄15。
詳細は https://japanesefolkdance.org/ 
■篠田正浩監督の回顧上映＝ 6/19～
6/30  Brooklyn Academy of Music（30 
Lafayette Ave,）国際交流基金と BAM
の共催による、篠田正浩監督の回顧上映
会。12本の作品を上映。ヤクザの裏社
会をシャープな映像表現で描いた衝撃作
『乾いた花』、近松門左衛門の同名人形浄
瑠璃が元となる『心中天網島』など、国
際交流基金や国立フィルムアーカイブの
35ミリフィルムを最新の 4K修復版を
用いて上映する。
詳細は https://www.bam.org/
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク＝
8/23まで　Delacorte Theater in Central 
Park　6/28までは約 20年ぶりの上演
となる『ロミオとジュリエット』。7/25
～ 8/23までは、晩年のシェイクスピア
による悲劇と喜劇、戯曲『冬物語（The 
Winter’s Tale）』を上演する。入場無料。
詳 細 は https://publictheater.org/free-
shakespeare-in-the-park

ART
■ JCAT NY Chelsea Exhibition 2026＝
6/20 ま で　Noho M55 Gallery（548 W 
28th St, #634）NYに拠点を置くアーティ
ストチーム JCATによる、10周年を迎
える作品展。有田焼、鍋野和紙、水引、
西陣織、美濃焼、豊橋筆、藍染など日本
の伝統素材・技術を、現代アートとして
展示する。入場無料。日・月曜休廊。
詳細は https://www.jcatny.com/

　

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
金
融
地
区

に
あ
る
１
９
２
０
年
代
の
歴
史

的
な
銀
行
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ

兼
バ
ー
「Conwell Hall

」
は
、

い
ま
注
目
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な

店
だ
。

　

か
つ
て
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
り
慈

善
家
で
あ
っ
た
Ｊ
・
Ｇ
・
コ
ン

ウ
ェ
ル
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

れ
た
こ
の
場
所
は
、
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
る
と
ア
ー
ル
デ
コ
様

式
の
高
天
井
と
装
飾
で
、
ま
る

で
１
世
紀
前
の
古
き
良
き
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
な
、
優
雅
な
空

間
が
広
が
っ
て
い
る
。
カ
フ
ェ

イ
ン
を
愛
し
、
若
き
起
業
家
の

ア
イ
デ
ア
の
場
を
作
っ
た
コ
ン

ウ
ェ
ル
の
世
界
観
を
基
盤
に
、

昼
は
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
が
香
る
カ

フ
ェ
、
夜
は
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯

る
カ
ク
テ
ル
バ
ー
と
し
て
営
業

し
て
い
る
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
ス
タ

ー
ド
を
た
っ
ぷ
り
染
み
込
ま
せ

た
厚
切
り
の
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
に

バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
入
り
ク
リ
ー

ム
を
添
え
た
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
・
ベ
ス

ト
・
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
」（
写

真
）
や
、
外
は
サ
ク
サ
ク
中
が

ト
ロ
ト
ロ
の
「
ギ
ル
テ
ィ
・
チ

ー
ズ
・
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
」。
夜

に
は
特
製
の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ

テ
ィ
ー
ニ
と
と
も
に
贅
沢
な
時

間
を
堪
能
で
き
る
。
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
観
光
の
合
間
に
、
ま
た
は

ひ
と
り
で
ほ
っ
と
し
た
い
時

に
、
歴
史
が
息
づ
く
空
間
で
贅

沢
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
て

は
。　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
）

Conwell Coffee & 
Cocktail Hall

6 Hanover St, 
New York, NY 10005

https://conwellhall.com/

古き良き時代の空間
昼はカフェ、夜はバー

https://www.cosmeproud.com
https://linktr.ee/miggymigiwa
https://minglesoho-ny.com/
https://us02web.zoom.us/webinar/register/
https://www.culturelablic.org/
https://www.nycpride.org/
https://frenchrestaurantweek.com
https://japanesefolkdance.org/
https://www.bam.org/
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://www.jcatny.com/
https://conwellhall.com/
https://www.coneyisland.com/mermaidparade
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_xY29U3r6S2WM2V14l1kCBw#/registration
https://www.fivespotjazz.com
https://www.wimbledon.com/en_GB/wimbledon_court_in_new_york



